
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
春
の
４
月
30
日
を
以
っ

て
元
号
「
平
成
」
が
幕
を
閉

じ
、
５
月
１
日
に
は
新
た
な

元
号
に
改
元
さ
れ
ま
す
。
そ

の
直
前
の
21
日
は
町
議
会
議

員
の
投
票
日
で
す
。

　
過
去
２
回
の
町
議
員
選

挙
の
「
無
投
票
」
を
乗
り

越
え
て
、
今
春
の
町
議
選

に
は
多
く
の
立
候
補
者
が

小
布
施
町
の
将
来
を
熱
く

語
り
訴
え
て
い
た
だ
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　
新
し
い
元
号
の
も
と
で
、

町
民
の
信
託
を
受
け
た
新

し
い
議
員
が
、
小
布
施
町

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

議
論
を
展
開
し
て
い
た
だ

い
た
ら
幸
い
で
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

214－9112

発
行
責
任
者

　議

　
　長

　関

　
　悦
子

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　福
島

　浩
洋

　副
委
員
長

　小
西

　和
実

　委

　
　員

　冨
岡

　信
男

　
　

 

〃 

　
　小
渕

　
　晃

　
　

 

〃 

　
　渡
辺

　建
次

　
　

 

〃 

　
　小
林

　正
子

　
　

 

〃 

　
　関

　
　悦
子

「
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
作
り
と

餅
つ
き
大
会
」

小
布
施
町
づ
く
り
委

員
会
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
冬
の
餅
つ
き

と
夏
の
ス
イ
カ
割
に
美

術
教
室
を
加
え
、
子
ど

も
達
に
食
べ
る
楽
し
み

や
物
づ
く
り
の
面
白
さ

を
合
わ
せ
て
体
験
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
学
校
や
他
の

意気の合った２人にオジサンも苦笑い

３人がかりでヨイショ！ よいしょ！だいじょうぶかい。

トーテムポールづくりの子ども達

ぼくが作りました 見事に出来たトーテムポール

美
術
教
室
で
は
、
な
る

べ
く
や
っ
て
い
な
い
こ

と
を
体
験
し
て
も
ら
う
。

そ
れ
を
毎
回
意
識
し
て

い
ま
す
。今
回
は
紙
コ
ッ

プ
を
積
み
重
ね
た
柱
を

使
っ
て
ト
ー
テ
ム
ポ
ー

ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
ず
紙
コ
ッ
プ
ど
う

し
を
糊
で
貼
る
。
こ
の

作
業
で
は
コ
ッ
プ
の
内

側
に
パ
ラ
フ
ィ
ン
が
塗

ら
れ
て
い
る
せ
い
か
、

糊
の
く
っ
付
き
が
悪
い
。

こ
ん
な
こ
と
も
私
自
身

初
め
て
気
づ
か
さ
れ
、

次
回
の
改
良
点
と
な
り

ま
し
た
。

色
付
け
は
個
性
の
発

揮
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
丸

い
紙
コ
ッ
プ
に
色
付
け

の
体
験
を
し
た
子
は
少

な
い
は
ず
だ
が
、
子
ど

も
達
は
着
々
と
作
業
を

進
め
人
の
顔
、
動
物
、

鳥
と
翼
、
花
に
ハ
ー
ト

に
ロ
ボ
ッ
ト
等
々
、
思

い
思
い
の
絵
が
描
か
れ

個
性
豊
か
な
ト
ー
テ
ム

ポ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し

藤
岡

　牧
夫

藤
岡
牧
夫
美
術
館 

館
長

た
。６

年
生
は
４
月
か
ら

中
学
生
に
な
る
の
で
最

後
の
教
室
に
な
り
少
々

寂
し
く
感
じ
ま
す
。
小

学
生
ま
で
の
子
ど
も
に

は
絵
を
上
手
に
描
く
指

導
は
せ
ず
、
よ
り
面
白

い
作
品
を
楽
し
く
作
る

姿
を
見
た
い
と
私
は
考

え
ま
す
。
次
回
も
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
て

「
面
白
か
っ
た
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
教
室
が
開

け
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。恒

例
と
な
り
ま
し
た
、

町
役
場
前
で
の
餅
つ
き

は
、
元
気
な
子
や
、
う

な
が
さ
れ
て
初
め
て
つ

く
子
な
ど
、
お
も
い
杵

を
臼
の
真
中
に
打
ち
込

む
の
も
、
よ
ろ
よ
ろ
し

な
が
ら
大
変
至
難
の
技

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
お

餅
が
杵
に
く
っ
つ
い
て
、

は
な
れ
ず
大
人
の
人
に

手
助
け
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性

が
「
あ
ん
こ
ろ
餠
、
き

な
粉
餅
、
大
根
の
お
ろ

し
餅
」
に
し
て
も
ら
っ

た
つ
き
た
て
の
お
餅
を

お
か
わ
り
し
な
が
ら
口

い
っ
ぱ
い
に
ほ
う
ば
る

子
な
ど
、
親
子
で
楽
し

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 き

ね

う
す

95
2019.1.202 1.202019.1
発行 長野県小布施町議会

■議会より新年のあいさつ……………………………………Ｐ２
■議会報告（12月）・人事案件………………………………Ｐ３
■議会報告（10月）・来年度の予算要望……………………Ｐ４
■議会日誌（懇談会）…………………………………………Ｐ５
■議員なり手不足検討会…………………………………Ｐ６～７
■陳情・議員一般質問見出し…………………………………Ｐ８
■議員一般質問……………………………………………Ｐ９～20
■議会日誌（研修会・活動）…………………………………Ｐ21
■小学６年生の議会傍聴……………………………… Ｐ22～25

新春の朝日をあびながら
歩き初めの皆さん



新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　平
素
か
ら
議
会
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
近
年
、
私
達
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は

激
し
く
、
特
に
最
近
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
難

民
・
移
民
問
題
、
異
常
気

象
に
よ
る
地
球
規
模
の
災

害
の
報
道
に
接
す
る
事
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　昨
年
は
「
災
」
の
漢
字

が
「
今
年
の
漢
字
」
に
選

ば
れ
た
よ
う
に
、
各
地
で

多
く
の
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
、
当
町
も
台
風
災
害

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　そ
ん
な
中
で
も
例
年
の

よ
う
に
、
多
く
の
来
訪
者

の
皆
様
が
町
に
あ
ふ
れ
る

光
景
を
何
度
も
目
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　活
気
に
満
ち
た
小
布
施

町
の
姿
は
、
企
業
や
町
民

の
皆
さ
ん
の
長
年
の
努
力

の
現
れ
で
あ
り
、
改
め
て
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　そ
し
て
、
私
達
一
人
一

人
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
町
を
目
指

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
、

多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
る

町
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　今
年
は
議
会
議
員
の
選

挙
の
年
で
す
。
過
去
２
回

は
無
投
票
で
あ
っ
た
事
を

踏
ま
え
、「
議
員
の
な
り

手
不
足
検
討
会
」
を
設
け
、

様
々
な
ご
提
案
を
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
。
本
年
の

選
挙
で
は
、
そ
の
成
果
が

現
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
。

　本
年
も
皆
様
方
に
と
っ

て
、
健
や
か
な
年
と
な
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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1 2 月 会 議

●条例の一部改正
　　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例及び
特別職の職員で常勤の者の給与に関する
条例の一部を改正する条例は、人事院勧告
に基づき期末手当を年間0.05月引き上げ
るものです。

　　小布施町職員の給与に関する条例及び
一般職の任期付き職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例は、給与を平均
0.15％を引き上げ期末・勤勉手当を年間
0.05月分・宿日直手当を200円人事院勧告
に基づき引き上げるものです。

●一般会計補正予算1,726万９千円の補正額
で、予備費の充当により対応しました。

○財産管理費 計714万８千円
・建設水道課事務室を拡張するための設計

監理委託料、工事請負費 685万３千円
○高齢者福祉費 計101万８千円
・介護保険特別会計繰出金 89万６千円
○児童福祉総務費 110万４千円
・子ども子育て支援交付金返還金
○環境保全総務費 90万２千円
・生活灯修繕・新設工事費

○公共下水道費 339万５千円
・下水道事業特別会計繰出金
○北斎ホール管理費 65万円
・２階トイレ修繕
○人件費（議会費から教育費まで）人事院

勧告等人件費の補正 191万６千円
●下水道事業特別会計補正額2,291万９千円

を追加し総額５億2,118万８千円
・大島地区の管渠布設替え、管渠更生工事

2,281万円

■国民健康保険特別会計補正予算
○一般管理費 ８万５千円
・人件費の補正
○特定健康診査等事業費 25万円
・特定保健指導保健師賃金 25万円
　雇用期間は平成31年１月～３月で、時給

1,300円で月６日位の勤務を予定しての補
正予算。

■北信保健衛生施設組合のじん芥処理事業か
ら長野市が離脱することに伴う財産処分の
協議について（長野市豊野町分が離脱するこ
と）

■北信保健衛生施設組合のし尿処理事業の終
了に伴う財産処分の協議について（中野市・
山ノ内町が独自処理を行うため）

■北信保健衛生施設組合規約の変更について
（財産処分に伴う規約の変更）

固定資産評価審査委員会委員の選任
永井一雄氏を選任（押羽64歳）任期３年

12月会議を、12月３日から14日の12日間の日
程で開催しました。上程された議案は、条例の
一部改正３件、補正予算６件、小布施総合公園
スポーツコミュニティセンターの指定管理者の
指定、長野広域連合規約の変更、北信保健衛生
施設組合の財産処分の協議（２件）、北信保健
衛生施設組合規約の変更、固定資産評価審査委
員会委員の選任、安全・安心の医療・介護の実
現と夜勤交替制労働の改善を求める意見書の提
出で、それぞれ原案のとおり可決、同意、採択
されました。



10月第２回会議
・一般会計補正予算（第７号）の歳入歳出それぞれ800万円を追加し予算総額を49億5,977万２千円とす
るもので、中条自治会・公会堂整備資金貸付金（台風21号被害によるもの）です。
・和解および損害賠償額の額を定める事について
　町職員が運転していた公用車（軽）が個人運転の車に衝突し、人身と物件に損害を与え損害賠償額
1,320千円余りを相手側に支払い、解決した件です。

・町議会では、議員間で討議を重ね、平成31年度の予算編成にあたり、下記の項目を提出しました。

平成31年度の予算要望書

12月会議において2常任委員会の審議

【財政運営に関する３項目】
１．現在使われていない施設や不要な土地の洗
い出しを行い、有効活用の検討及び財産処分
を進め財源の確保を図られたい。
２．公共施設等総合管理計画事業実施について
は、個別施設計画を策定し一定の方向性を見
出し、国の財政措置である公共施設等管理推
進事業債も視野にいれ、事業の予算化を検討
されたい。（平成30年度要望継続）
３．納税相談や滞納者との折衝などの積極的な
取り組みや滞納整理プロジェクト会議の開催
をするなどして、町税等の未納額の削減及び
不能欠損処理に至ることがないように努め、
税等収入の確保を図られたい。（平成30年度要
望継続）
【事業関連に関する項目】
４．パワーウォーキング、若者会議等のイベン
ト事業及びブランド戦略事業においては、更
なる事業の見直し・改善・廃止を検討し、よ
り効果的な予算編成に努められたい。（平成30
年度要望継続）
【教育関連に関する項目】
５．保育士、幼稚園教諭及び放課後児童クラ
ブ、子ども教室職員の確保が困難な状況が続
いていることから、処遇改善などを検討し職
員の確保を図られたい。
【健康福祉に関する項目】
６．子どもの健やかな成長や発達を支援するた
めに、乳幼児健康診査、子育て教室及び相談
事業の充実連携を図り、病気や障害の早期発
見・早期支援を図られたい。

【財政運営に関する３項目】
１．現在使われていない施設や不要な土地の洗
い出しを行い、有効活用の検討及び財産処分
を進め財源の確保を図られたい。
２．公共施設等総合管理計画事業実施について
は、個別施設計画を策定し一定の方向性を見
出し、国の財政措置である公共施設等管理推
進事業債も視野にいれ、事業の予算化を検討
されたい。（平成30年度要望継続）
３．納税相談や滞納者との折衝などの積極的な
取り組みや滞納整理プロジェクト会議の開催
をするなどして、町税等の未納額の削減及び
不能欠損処理に至ることがないように努め、
税等収入の確保を図られたい。（平成30年度要
望継続）
【事業関連に関する項目】
４．パワーウォーキング、若者会議等のイベン
ト事業及びブランド戦略事業においては、更
なる事業の見直し・改善・廃止を検討し、よ
り効果的な予算編成に努められたい。（平成30
年度要望継続）
【教育関連に関する項目】
５．保育士、幼稚園教諭及び放課後児童クラ
ブ、子ども教室職員の確保が困難な状況が続
いていることから、処遇改善などを検討し職
員の確保を図られたい。
【健康福祉に関する項目】
６．子どもの健やかな成長や発達を支援するた
めに、乳幼児健康診査、子育て教室及び相談
事業の充実連携を図り、病気や障害の早期発
見・早期支援を図られたい。

【建設関連に関する３項目】
７．通学路のカラー舗装などの整備促進を行
い、子どもたちが安心して通える通学路の確
保を図られたい。
８．温暖化の影響等による大雨・集中豪雨は、
全町的な雨水対策が必要な状況であることか
ら、上流部・中流部・下流部のバランスがと
れた整備を実施されるよう要望する。（平成30
年度要望継続）
９．除雪については、迅速な対応が必要である
ことから、住民生活に支障が無いよう排雪を
含め当初予算の確保を図られたい。（平成30年
度要望継続）

【建設関連に関する３項目】
７．通学路のカラー舗装などの整備促進を行
い、子どもたちが安心して通える通学路の確
保を図られたい。
８．温暖化の影響等による大雨・集中豪雨は、
全町的な雨水対策が必要な状況であることか
ら、上流部・中流部・下流部のバランスがと
れた整備を実施されるよう要望する。（平成30
年度要望継続）
９．除雪については、迅速な対応が必要である
ことから、住民生活に支障が無いよう排雪を
含め当初予算の確保を図られたい。（平成30年
度要望継続）

平成30年10月18日開催

10月18日市村町長に提出

る
教
室
環
境
を
つ
く
る
。

②
教
師
は
可
能
な
限
り
児

童
が
分
か
る
環
境
を
つ
く

る
。③
友
達
と
支
え
合
っ

て
、
み
ん
な
で
理
解
し
好

ま
し
い
人
間
関
係
を
つ
く

る
。
か
ら
・
重
点
１
（
学

び
づ
く
り
）・
重
点
２
（
体

力
づ
く
り
）・
重
点
３
（
心

づ
く
り
）・
重
点
４
（
土

台
づ
く
り
）
の
説
明
を
受

け
、
六
年
生
対
象
の
30
年

度
全
国
学
力
・
学
習
調
査

で
は
国
語
、算
数
、理
科
共
、

全
国
と
県
の
平
均
回
答
数

や
平
均
正
答
率
も
上
回
っ

て
い
る
と
の
報
告
、
今
後

も
予
習
、
復
習
、
家
庭
学

習
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

取
り
組
む
方
針
を
聞
き
ま

し
た
。
授
業
参
観
後
の
感

　栗
ガ
丘
小
学
校
に
て
教

育
長
か
ら
町
の
教
育
方
針
、

校
長
よ
り
日
頃
の
児
童
た

ち
の
学
校
生
活
の
説
明
後

「
小
学
校
の
教
育
活
動
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
授

業
参
観
の
感
想
や
様
々
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
の
中
で
30
年
度
の
教

育
課
題
で
あ
る
「
で
き
た
」

「
わ
か
っ
た
」
と
喜
び
を

実
感
で
き
る
学
び
を
つ
く

る
。「
何
を
ど
の
様
に
学

ぶ
か
」
を
明
確
に
支
え

合
っ
て
学
か
ら
、
目
指
す

授
業
と
し
て
①「
わ
か
ら

な
い
」
と
自
分
か
ら
言
え

想
と
し
て
㋑
天
候
の
関
係

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
映
像

が
良
く
見
え
て
い
な
い
場

所
が
あ
る
。
㋺
ク
ラ
ス
33

人
〜
35
人
で
は
教
室
が
狭

い
。
㋩
英
語
の
授
業
、
児

童
た
ち
に
も
解
る
様
繰
り

返
し
教
え
て
い
て
良
か
っ

た
。
㋥
教
師
の
勤
務
時
間

の
状
況
は
。
㋭
子
ど
も
達

の
省
エ
ネ
提
案
で
休
み
時

間
の
消
灯
実
施
、
素
晴
ら

し
い
。
㋬
朝
食
対
策
は
。

等
々
が
あ
り
最
後
に
工
夫

さ
れ
た
美
味
し
い
給
食
を

頂
き
ま
し
た
。

　呉
羽
一
布
理
事
長
か
ら

日
頃
か
ら
ご
理
解
の
謝
辞

が
有
り
続
い
て
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
に

お
け
る
①
事
業
概
要
﹇
変

更
点
﹈②
30
年
度
事
業
実

施
内
容
（
県
発
注
事
業
）

③
送
水
管
布
設
状
況
と
残

事
業
の
報
告
ま
た
意
見
交

換
会
に
て
「
34
年
度
ま
で

の
実
施
計
画
書
と
事
業
予

定
」
資
料
を
基
に
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
更
に
老
朽

化
更
新
事
業
に
か
な
り
の

高
額
工
事
発
注
が
継
続
す

る
た
め
慎
重
に
進
め
る
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
議
会
か
ら
は
、
議
員

な
り
手
不
足
検
討
会
を
開

催
し
選
挙
に
な
る
た
め
の

集
約
を
し
て
い
ま
す
等
の

報
告
ま
た
日
頃
、
改
良
区

の
皆
さ
ん
の
努
力
に
感
謝

を
述
べ
終
了
し
ま
し
た
。

と
な
り
昭
和
55
年
の
ピ
ー

ク
時
、
１
７
０
０
人
の

35
％
程
に
な
り
大
変
杞
憂

し
て
お
り
ま
す
。
町
行
政
、

議
会
、
自
治
会
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
他
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
更
に
深
め
て
い
く
必

要
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
と
の
挨
拶
の
後
、
皆

さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
意

見
交
換
の
な
か
で
の
主
な

発
言
や
要
望
と
し
て
・
老

人
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
変
え

た
ほ
う
が
良
い
、
名
前
の

イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
（
例
え

ば
、
心
の
つ
な
が
り
他
）・

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
や
健
康

づ
く
り
時
に
町
の
バ
ス
を

利
用
さ
せ
て
、・
外
出
手

段
の
不
公
平
を
無
く
す
た

め
町
の
バ
ス
利
用
の
範
囲

を
広
げ
て
ほ
し
い
・
老
連

支
部
づ
く
り
に
町
の
力

を
・
町
の
補
助
金
の
有
り

方
に
不
公
平
感
が
有
る

（
入
会
し
て
い
な
い
と
ダ

メ
）・
会
計
監
査
を
受
け

た
が
専
任
の
事
務
担
当
者

が
社
協
内
に
・
桃
源
荘

　鶴
田
昭
平
老
連
会
長
か

ら
町
内
の
高
齢
者
数
は
人

口
の
３
分
の
１
を
占
め
る

程
に
な
り
、
ま
す
ま
す
高

齢
者
対
策
が
重
要
に
な
り

ま
し
た
。
老
連
へ
の
加
入

者
も
平
成
30
年
度
は
484
人

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
外
壁

を
き
れ
い
に
し
て
・
各
イ

ベ
ン
ト
や
受
診
、
研
修
他

の
参
加
時
に
「
お
出
か
け

ポ
イ
ン
ト
」
的
な
も
の
を

付
与
し
「
特
典
」
獲
得
制

が
出
来
な
い
か
（
例
え
ば
、

格
安
入
浴
券
や
ス
ー
パ
ー

買
い
物
券
他
）
等
々
の
発

言
が
ま
た
、
健
康
維
持
増

進
に
議
会
の
推
進
や
協
力

の
力
添
え
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。

小
布
施
町

　教
育
委
員
の

　
　
　皆
さ
ん
と

　
　
　
　
　11
月
12
日

小
布
施
町

土
地
改
良
区
役
員

　
　
　の
皆
さ
ん
と

　
　
　
　
　
　11
月
20
日

　
　
　Ｊ
Ａ
小
布
施
支
所

小
布
施
町

　老
人
ク
ラ
ブ

　連
合
会
（
老
連
）

　
　
　の
皆
さ
ん
と

　
　
　
　
　

12
月
18
日

　
　
　

  

町
公
民
館
講
堂

栗ガ丘小の授業参観（英語）

老連と意見交換



第３回「議員なり手不足検討会」（10月24日）報告書(全文掲載）
※３グループ分けによるワークショップ型式

　　　現　況
・議員活動をどうやって表に出すかを検討すべきで
ある。
・今の問題は個人に関わることが多く、議員になっ
て解決しようと思う大きな事案が見えづらい。
・議員が少ない。地域の問題を吸い上げる事が出来
ていない。
・自分の声が反映される場がどこか分からない。
・会社員の人が言いたくても言う機会がない。
・選挙になっていないため町民の関心が下がってい
る。
・町報を読む人より議会報を読む人が少ない。

　　　現　況
・議員活動をどうやって表に出すかを検討すべきで
ある。
・今の問題は個人に関わることが多く、議員になっ
て解決しようと思う大きな事案が見えづらい。
・議員が少ない。地域の問題を吸い上げる事が出来
ていない。
・自分の声が反映される場がどこか分からない。
・会社員の人が言いたくても言う機会がない。
・選挙になっていないため町民の関心が下がってい
る。
・町報を読む人より議会報を読む人が少ない。

　　　対　応
・議員活動の広報をもっと出し、認知度を高める。
・なり手不足だという事を町民に知ってもらうため
にアンケートを実施する。
・議員に立候補できにくい点は何かアンケート調査
をする。（商工会等の団体に要請する）
・まずは議会（町政）に関心が持てるよう、町民の
集うスーパー等に、コーナーを設置（ＰＲ掲示）
し町政カフェをやる。
・行政によりそって貰い町報の議会関係の紙面を大
きくする。
・コミュニティごとに話を聞く。議員は議会で聞い
たことをコミュニティへ。フェイスtoフェイスで
繋げる制度が良い。

　　　対　応
・議員活動の広報をもっと出し、認知度を高める。
・なり手不足だという事を町民に知ってもらうため
にアンケートを実施する。
・議員に立候補できにくい点は何かアンケート調査
をする。（商工会等の団体に要請する）
・まずは議会（町政）に関心が持てるよう、町民の
集うスーパー等に、コーナーを設置（ＰＲ掲示）
し町政カフェをやる。
・行政によりそって貰い町報の議会関係の紙面を大
きくする。
・コミュニティごとに話を聞く。議員は議会で聞い
たことをコミュニティへ。フェイスtoフェイスで
繋げる制度が良い。

　　　現　況
・選挙は争いではないのに「争いをおこさなくて
も」という考え方。
・村社会の機能が壊れつつあるなかで、みこしの担
ぎ手としての役割が困難及び疑問
・地域の中では中立的な立場が共感を得やすい。
・いまだに落選すると恥だというような村的思考が
残っている。
・自治会内のしがらみ。（昔からのしがらみ）
・自治会内で立候補しやすい雰囲気をつくることが
大変。
・農協・青年部・労働組合等組織的な推薦を得て出
馬していたが、今は組織的な推薦を受けることが
困難である。
・昔から伝統のしきたりがあり縛られてしまってい
る。
・選挙に出るということで、地域の中の賛同を得る
ことは困難。

　　　現　況
・選挙は争いではないのに「争いをおこさなくて
も」という考え方。
・村社会の機能が壊れつつあるなかで、みこしの担
ぎ手としての役割が困難及び疑問
・地域の中では中立的な立場が共感を得やすい。
・いまだに落選すると恥だというような村的思考が
残っている。
・自治会内のしがらみ。（昔からのしがらみ）
・自治会内で立候補しやすい雰囲気をつくることが
大変。
・農協・青年部・労働組合等組織的な推薦を得て出
馬していたが、今は組織的な推薦を受けることが
困難である。
・昔から伝統のしきたりがあり縛られてしまってい
る。
・選挙に出るということで、地域の中の賛同を得る
ことは困難。

・中途半端な村意識、制度が足を引っ張っているの
では。
・議員定数の削減の中で地区から立候補しにくい状
況になっているが再度自治会へ働きかけ立候補・
推薦をする。
・住民の民度の問題、考えるのが嫌。（村社会：地
区推薦）

対　応
・自治会からの出馬の検討。
・各団体から出馬を打診。
・なって欲しい人に個別にアタック。
・人材を育てる。議員・議会についての勉強会（塾
のようなイメージ）を立ち上げ、町民の議員なり
手の潜在的な意欲を掘り起こす。
・なり手不足検討会からの出馬。
・まちづくり委員会への働きと出馬要請。

・中途半端な村意識、制度が足を引っ張っているの・中途半端な村意識、制度が足を引っ張っているの・中途半端な村意識、制度が足を引っ張っているの
では。では。では。
・議員定数の削減の中で地区から立候補しにくい状・議員定数の削減の中で地区から立候補しにくい状・議員定数の削減の中で地区から立候補しにくい状
況になっているが再度自治会へ働きかけ立候補・況になっているが再度自治会へ働きかけ立候補・況になっているが再度自治会へ働きかけ立候補・
推薦をする。推薦をする。推薦をする。
・住民の民度の問題、考えるのが嫌。（村社会：地・住民の民度の問題、考えるのが嫌。（村社会：地・住民の民度の問題、考えるのが嫌。（村社会：地
区推薦）区推薦）区推薦）

　　　対　応対　応対　応
・自治会からの出馬の検討。・自治会からの出馬の検討。・自治会からの出馬の検討。
・各団体から出馬を打診・各団体から出馬を打診・各団体から出馬を打診。。。
・なって欲しい人に個別にアタック。・なって欲しい人に個別にアタック。・なって欲しい人に個別にアタック。
・人材を育てる。議員・議会についての勉強会（塾・人材を育てる。議員・議会についての勉強会（塾・人材を育てる。議員・議会についての勉強会（塾
のようなイメージ）を立ち上げ、町民の議員なりのようなイメージ）を立ち上げ、町民の議員なりのようなイメージ）を立ち上げ、町民の議員なり
手の潜在的な意欲を掘り起こす。手の潜在的な意欲を掘り起こす。手の潜在的な意欲を掘り起こす。
・なり手不足検討会からの出馬。・なり手不足検討会からの出馬。・なり手不足検討会からの出馬。
・まちづくり委員会への働きと出馬要請。・まちづくり委員会への働きと出馬要請。・まちづくり委員会への働きと出馬要請。

㋑　地域の中での議員の位置づけ

　　　現　況
・家族が反対。家族に対して負担がかかる。
・立候補者家族へのフォロー等、議員を支える制度
が必要。
・子育て中は立候補とか考えにくい。

　　　現　況
・家族が反対。家族に対して負担がかかる。
・立候補者家族へのフォロー等、議員を支える制度
が必要。
・子育て中は立候補とか考えにくい。

・女性にとって子育て、介護等はより身近に感じる
　課題である。
　　　対　応
・負担軽減。立候補できるように他市町村のサポー
ター制度を導入。

・女性にとって子育て、介護等はより身近に感じる
　課題である。
　　　対　応
・負担軽減。立候補できるように他市町村のサポー
ター制度を導入。

㋒　家族の中での理解

㋐　議員活動の「見える化」

２つの各部会での（案）について意見交換12/17 いかに町民の皆さんに見える化の意見交換 11/19

第4回「議員なり手不足検討会」（11月19日）報告書

第５回「議員なり手不足検討会」（12月17日）報告書

　　　現　況
・立候補すれば即当選といったことはなくて、法定
得票数が無いと当選できない。
・町長が無投票だから町議会も無投票になってしま
う。

　　　現　況
・立候補すれば即当選といったことはなくて、法定
得票数が無いと当選できない。
・町長が無投票だから町議会も無投票になってしま
う。

　　　実施の課題
・法定得票数は、有効投票数を議員の定数で割って
得た数の４分の１以上の得票となります。
・町長選　３期連続無投票

　　　実施の課題
・法定得票数は、有効投票数を議員の定数で割って
得た数の４分の１以上の得票となります。
・町長選　３期連続無投票

㋓　選挙制度の課題

　　　現　況
・現在の議員報酬では生活を立てられない。
・立候補しやすい環境整備づくりを。60歳以下の年
代層が兼業できるようにする。
・落選し無職になるのは不安。兼業化し、兼業でも
行っていけるようにする。

　　　現　況
・現在の議員報酬では生活を立てられない。
・立候補しやすい環境整備づくりを。60歳以下の年
代層が兼業できるようにする。
・落選し無職になるのは不安。兼業化し、兼業でも
行っていけるようにする。

　　　対　応
・議員の厚生年金加入を求める。
・議員報酬生活給確保ができるように引き上げる｡
・議員活動を支える制度。（ヘルパー等）
・なりたい人を支える。（投票・みこし担ぎ等）
・議員が少ない。コミュニティごとに人がついてい
て地域の問題を吸い上げる議員サポーターを付け
てはどうか。
・事務局職員の増員を図り議員の負担を軽減する｡
・勤め先の理解と応援を得る。
・議会と町民との共同政策提案が必要。政策サポー
ター制度の設置。

　　　対　応
・議員の厚生年金加入を求める。
・議員報酬生活給確保ができるように引き上げる｡
・議員活動を支える制度。（ヘルパー等）
・なりたい人を支える。（投票・みこし担ぎ等）
・議員が少ない。コミュニティごとに人がついてい
て地域の問題を吸い上げる議員サポーターを付け
てはどうか。
・事務局職員の増員を図り議員の負担を軽減する｡
・勤め先の理解と応援を得る。
・議会と町民との共同政策提案が必要。政策サポー
ター制度の設置。

㋔　議員を支える制度

　　　現　況
・小布施町は「観光ブランドという知名度という
面」と「議員のなり手不足に因っているという」
落差が激しい。
・社会の問題でなく個人の問題が大きくなった。

　　　現　況
・小布施町は「観光ブランドという知名度という
面」と「議員のなり手不足に因っているという」
落差が激しい。
・社会の問題でなく個人の問題が大きくなった。

　　　対　応
・次回の選挙が終わりではない。長期的視点から立
候補しやすい環境づくりが必要。

　　　対　応
・次回の選挙が終わりではない。長期的視点から立
候補しやすい環境づくりが必要。

㋕　その他

◎第３回検討会の意見集約をふまえて、更にこれを町民の皆さんに見える化を推進するために。
１.　回覧板方式…町民アンケートでは、隣組回覧板が一番読まれている。
２.　チラシ・アンケート方式…新聞や雑誌等配布時に色づりのチラシ公告に期待。
※検討会では、２班８人づつに編成し、それぞれ11月26日と11月30日各部会を開き資料づくりを行う
事とした。

◎第４回検討委員会に於ける２部会で作成した、それぞれの（案）の発表と委員による意見交換を行な
い、活発な発言が長時間に渡りました。―委員長の取りまとめに於いて―
・回覧板…全戸配布（Ａ４版の大きさ）、カラー刷り、平成31年２月20日配布
　※内容については再度部会で、本日の意見交換を加味する。
・チラシアンケート…全戸配布か、ピックアップ（400枚～500枚）とするか再度部会で、また６項目
の内容も本日の意見交換を加味する。回収箱を町役場、コミュニティ、駅、郵便局、保育園他にお
願いする。配布日は平成31年１月21日、Ａ４版用紙無記名とする。

◎　回覧チラシ作成部会（11月26日）
・Ａ４版用紙表だけとし、文言案を作成し再
度、部会を開催し次回の検討会へ報告する。

◎　回覧チラシ作成部会（12月11日）
・Ａ４版Ａ案、Ｂ案、Ｃ案の３案が提出され
検討の結果、部会ではＣ案が採用（カラー
刷り）

◎　回覧チラシ作成部会（11月26日）
・Ａ４版用紙表だけとし、文言案を作成し再
度、部会を開催し次回の検討会へ報告する。

◎　回覧チラシ作成部会（12月11日）
・Ａ４版Ａ案、Ｂ案、Ｃ案の３案が提出され
検討の結果、部会ではＣ案が採用（カラー
刷り）

◎　アンケート実施部会（11月30日）
・町内の皆さんに見てもらうためにはどのよ
うな事が出来るか。
・なり手不足に関するアンケートを作成し皆
さんの卒直な意見をいただく（アンケート
案の作成　Ａ４版６項目の質問）
・12月17日、第５回検討会へ報告する事に
なった。

◎　アンケート実施部会（11月30日）
・町内の皆さんに見てもらうためにはどのよ
うな事が出来るか。
・なり手不足に関するアンケートを作成し皆
さんの卒直な意見をいただく（アンケート
案の作成　Ａ４版６項目の質問）
・12月17日、第５回検討会へ報告する事に
なった。



・医療や介護現場での人手不足はいまだに深刻な状態にあります。人手不足により一人
一人の過重労働がすすみ過酷な夜勤や長時間労働などが解消されずに医師や看護師の

過労死を引き起こす事態が続いています。そのために必要な人員の確保を国の責任で実行されること
を強く求める。
○本会議（最終日）にて採択
○議長名で地方自治法第99条の規定により意見書を内閣総理大臣・厚生労働大臣他３大臣に提出する事
を採択

　議会12月会議一般質問「出生率を上げる施策は」の発言中、一部不穏当な発言がありました。このこと
は、町民の皆様に不快な思いを抱かせ、議員としての配慮に欠けるものであり、議長から厳重に注意をし
ました。改めて議員の職責及び議会の責務を認識し、町民の皆様の負託に応えるよう努めてまいります。

議長　関　悦子

12月会議 一般質問

政策立案常任委員会審査（12月12日）陳情者１団体

不穏当な一般質問に対する厳重注意

⑴障がい者医療費の病院の窓口無料化を
⑵国保税の「均等割」「平等割」の廃止を
⑶小布施橋の対応について

⑴職員派遣研修等の必要性について
⑵国内外の都市などと姉妹都市の締結は

⑴「持続可能な開発目標SDGs」の当町の取
組は

⑵小中学校の夏休みの延長は

⑴健康増進法の一部を改正する法律に伴う町
の受動喫煙対策は

⑴監査委員指摘事項のその後の対応について
⑵無料駐車場の設置目的と現状の問題点は
⑶観光客への対応について
⑷歩道の自治会初期除雪としてラッセル式雪

押し分け器の使用について

…………………………………………… ９

…………………………………………… 10

…………………………………………… 11

…………………………………………… 12

…………………………………………… 13

小林　正子

小西　和実

大島　孝司

小林　　茂

渡辺　建次

⑴公共施設の長寿命化促進について

⑴職員の働き方について
⑵特殊詐欺の現状と対策について

⑴農業女子ＰＪ（プロジェクト）との連携は
⑵「北斎サミットジャパン委員会」との本町

の関わりは

⑴水道管の経年劣化による破裂の恐れは
⑵小・中学校に色覚チョーク（色覚障害対応

のチョーク）の導入を

⑴小布施ハイウェイオアシス駐車場の混雑解
消について

⑵法律で市町村が行うべきと定める事業につ
いては出来る限り制度の利用を

⑴ブランド戦略事業の成果と町振興公社の運
営について

⑴出生率を上げる施策は

…………………………………………… 14

…………………………………………… 15

…………………………………………… 16

…………………………………………… 17

…………………………………………… 18

…………………………………………… 19

…………………………………………… 20

福島　浩洋

中村　雅代

関谷　明生

小渕　　晃

山岸　裕始

冨岡　信男

川上　健一
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安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情

陳情趣旨要約

陳情第１号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替
制労働の改善を求める意見書

本会議で賛否が分かれた議案

一般質問Ｑ＆Ａ

町
の
福
祉
医
療
費
給
付
事
業

で
、
子
ど
も
医
療
費
は
病
院
窓

口
で
無
料
と
な
り
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
福
祉
医
療
対
象
で
あ
る
障
が
い
者

医
療
費
も
窓
口
無
料
に
し
て
ほ
し
い
。

ま
と
も
な
収
入
を
得
ら
れ
ず
、
生
き
づ

ら
い
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
医
療
費
の
検
討
会
で
18

歳
を
超
え
る
障
が
い
者
は
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
。

高
額
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
ど
う
考
え

る
か
、も
う
少
し
精
査
し
て
、踏
み
入
っ

て
検
討
し
ま
す
。

え
安
全
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

町
民
と
通
行
す
る
す
べ
て
の

命
に
関
る
こ
と
で
す
。
町
に
対

し
て
メ
ー
ル
や
電
話
で
説
明
と
は
何
事

か
。

直
接
説
明
を
求
め
る
べ
き
で

あ
り
、
反
省
し
ま
す
。

町
と
し
て
県
の
建
設
部
に
今
後
何
か

あ
っ
た
時
に
き
ち
ん
と
し
た
話
し
合
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

12
月
５
日
信
濃
毎
日
新
聞
に

小
布
施
が
県
下
で
一
番
国
保
税

が
高
い
と
の
記
事
。
町
民
は
驚
き
怒
っ

て
い
る
。

自
民
党
政
府
は
国
保
へ
の
国
庫
負
担

を
削
減
し
続
け
今
や
30
％
。
加
入
者
負

担
は
倍
に
な
っ
た
。
町
世
帯
の
45
％

が
加
入
す
る
国
保
は
協
会
健
保
に
無

い
「
均
等
割
」
が
あ
り
ま
す
。
一
人
い

く
ら
で
課
税
し
、
家
族
子
ど
も
が
多
い

程
高
く
ま
る
で
古
代
の
人
頭
税
で
あ
り
、

子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
に
逆
行
し
、

全
国
知
事
会
も
見
直
し
を
求
め
て
い
ま

す
。町

国
保
会
計
で
昨
年
度
均
等
割

１
億
１
千
万
円
、
平
等
割
５
千
５
百
万

円
。
一
般
会
計
と
国
保
基
金
か
ら
繰
り

入
れ
て
均
等
割
・
平
等
割
を
廃
止
し
国

保
税
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
ま
す
。国

保
は
応
能
分
（
所
得
割
・

資
産
割
）
と
応
益
分
（
均
等
割
・

平
等
割
）
が
あ
り
、
地
方
税
法
で
４
方

式
（
町
の
現
在
方
式
）、
３
方
式
（
資

小林正子議員

国
保保
税
――
一
人人
い
くく
ら
のの
「
均均
等
割割
」
廃廃
止

県県
下
一一
高
いい
国
保保
税
額額
も
見見
直
し
を

永
井
健
康
福
祉
課
長
補
佐

均
等
割
廃
止
は
法
や
条
例
に
違
反
し
ま
す

国
保
審
議
会
に
諮
り
検
討
し
ま
す

産
割
を
除
く
）、
２
方
式
（
資
産
割
・

平
等
割
を
除
く
）
が
あ
り
ま
す
。
町
の

条
例
は
均
等
割
を
必
ず
徴
収
す
る
よ
う

定
め
、
応
益
分
の
廃
止
は
違
法
で
不
適

切
。
国
の
議
論
を
待
ち
、
検
討
す
べ
き

課
題
と
考
え
ま
す
。

国
保
運
営
協
議
会
で
検
討
し

た
こ
と
は
あ
る
か
。
文
化
の
町

か
ら
均
等
割
は
問
題
と
の
議
論
を
期
待

し
ま
す
。

以
前
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い

が
、
今
後
の
審
議
会
で
検
討
し

ま
す
。

11
月
15
日
、
小
布
施
橋
全
面

通
行
止
め
の
事
態
に
対
し
て
、

須
坂
建
設
事
務
所
か
ら
ど
の
よ
う
な
説

明
が
あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

９
月
会
議
で
「
小
布
施
橋
長
寿
命
化

対
策
を
し
っ
か
り
求
め
る
」
と
答
弁

あ
っ
た
が
、
塗
り
替
え
の
回
答
は
ど
う

で
し
た
か
。通

行
者
か
ら
建
設
事
務
所
に

通
報
が
あ
り
、
連
結
部
伸
縮
装

置
損
傷
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
全
面
通
行
可
。
早
期
に

本
復
旧
工
事
を
と
協
議
を
進
め
て
い
る
、

と
の
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。

小
布
施
橋
長
寿
命
化
と
塗
り
替
え
は

強
く
要
望
し
た
。
今
回
の
損
傷
を
踏
ま

老朽化による損傷で
一次片側交互通行の小布施橋

小
布
施
橋
損
傷
、

長
寿
命
化
対
策
急
務

事
態
踏
ま
え
安
全
に
し
っ
か

り
取
り
組
み
ま
す

畔
上
建
設
水
道
課
長

障
が
い
者
医
療
給
付
も

窓
口
無
料
に
し
て
ほ
し
い

国
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
あ
り

難
し
い

林
健
康
福
祉
課
長



一般質問Ｑ＆Ａ

高
校
の
生
徒
５
人
が
市
役
所
で
加
藤
久

雄
市
長
ら
に
帰
国
の
報
告
を
し
た
と
話

題
に
な
り
ま
し
た
が
、
リ
ア
ル
な
国
際

社
会
を
体
験
す
る
と
い
う
上
で
は
、
こ

う
い
っ
た
高
校
生
の
派
遣
な
ど
も
重
要

な
取
組
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
小
布
施
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
こ
う
い
っ
た
発
想
の
取
組
み

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

現
実
的
な
実
施
可
能
性
、
必
要
性
に
つ

い
て
現
在
の
考
え
を
明
示
し
て
く
だ
さ

い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
世
界

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
企
業
や
大
学
と
も
連
携
し
た
事

業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
し
、
Ｈ-

Ｌ

Ａ
Ｂ
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
語
学
力
も
含
め
、
職
員
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
対
応
力
も
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
姉
妹
都
市
を
締
結
す
る
こ
と

の
考
え
で
す
が
、
姉
妹
都
市
提
携
を
す

る
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
様
々
な
事
業
を
連
携
す
る

中
か
ら
姉
妹
都
市
提
携
の
お
話
が
い
た

だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
締
結
し
て
い
く
こ

と
は
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
布
施
町
が
国
内
の
魅
力
あ

る
自
治
体
あ
る
い
は
海
外
の
魅

力
あ
る
都
市
や
町
村
な
ど
と
姉
妹
都
市

の
提
携
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
も
、
小
布

施
の
魅
力
を
作
っ
て
い
く
上
で
は
良
い

取
組
み
に
な
る
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

先
日
、
長
野
市
か
ら
姉
妹
都
市
の
ア

メ
リ
カ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
市
に
派
遣
さ
れ
た
長
野
市
立
長
野

小
布
施
町
の
将
来
を
担
う
人

材
の
育
成
・
教
育
と
い
う
観
点

か
ら
、
現
在
の
取
組
み
が
優
れ
て
い
る

他
市
町
村
や
、
町
と
し
て
学
び
を
得
た

い
他
市
町
村
へ
の
職
員
の
派
遣
や
人
事

交
流
な
ど
、
あ
る
い
は
国
か
ら
の
人
材

の
獲
得
や
派
遣
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

田
中
総
務
課
長

国
内
外
の
都
市
な
ど
と

姉
妹
都
市
の
締
結
は

姉
妹
都
市
提
携
の
お
話
が
い
た

だ
け
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い

西
原
企
画
政
策
課
長

小西和実議員

職職
員員
派
遣遣
研
修修
等
のの

　
　
　
　
必
要要
性
にに
つ
いい
て

人
材
獲
得
や
派
遣
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い

小
布
施
町
に
お
い
て
も
、
今
後
も
民

間
企
業
や
県
、
国
と
の
協
働
が
重
要
で

あ
り
、
若
手
職
員
の
皆
さ
ん
に
企
業
で

の
職
務
遂
行
を
通
し
て
、
民
間
感
覚
を

磨
い
て
視
野
を
広
げ
る
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
過
去
に
は
横
浜
市
と
の
人
事
交
流

が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後

こ
う
い
っ
た
派
遣
や
人
事
交
流
を
育

成
・
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
実
施
し
て

い
く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。現
在
の
育
成
・

教
育
体
制
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
明
示
し

て
く
だ
さ
い
。

市
町
村
を
包
括
す
る
長
野
県

や
大
規
模
な
横
浜
市
の
事
務
事

業
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
組
織
の
あ
り

方
や
異
な
る
視
点
で
行
政
運
営
を
行
う

他
市
町
村
等
の
事
務
を
経
験
す
る
こ
と

で
、
町
の
事
務
事
業
に
活
用
さ
れ
る
と

と
も
に
、
職
員
同
士
の
交
流
、
派
遣
先

と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
交

流
を
通
じ
て
町
の
業
務
に
活
か
さ
れ
る

と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
や
市
町
村
の
派
遣
や
人
事
交
流
に

つ
き
ま
し
て
も
、
町
の
限
ら
れ
た
職
員

数
の
中
か
ら
と
は
な
り
ま
す
が
、
将
来

の
小
布
施
を
担
う
職
員
の
資
質
の
向
上
、

職
員
と
し
て
の
幅
広
い
交
流
関
係
の
構

築
の
た
め
に
も
、
今
後
人
材
獲
得
や
派

遣
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

H-LAB のような疑似体験だけでなく、本物の経験も必要

一般質問Ｑ＆Ａ

各
学
校
に
検
討
を
促
す
と
決
定
し
ま
し

た
。
延
長
の
日
数
の
目
安
は
示
さ
ず
、

各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合
わ
せ

て
決
め
る
方
針
と
の
こ
と
で
す
。
小
布

施
町
の
小
中
学
校
の
夏
休
み
延
長
に
対

す
る
見
解
を
問
い
ま
す
。
栗
ガ
丘
小
学

校
、
小
布
施
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
何
日
夏

休
み
を
延
長
す
る
の
か
。
段
階
的
に
延

長
し
て
い
く
の
か
。
年
間
の
授
業
時
間

数
の
確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。
共
働
き

家
庭
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は
、

ど
う
す
る
の
か
。
小
学
校
で
は
英
語
の

教
科
化
が
全
面
実
施
さ
れ
、
授
業
の
過

密
化
が
予
想
さ
れ
る
が
、
対
処
は
。
音

楽
会
や
運
動
会
な
ど
は
、
十
分
な
練
習

を
し
て
こ
そ
充
実
し
た
も
の
に
な
る
が
、

練
習
時
間
を
十
分
に
取
れ
る
授
業
組
み

立
て
が
で
き
る
の
か
。
幼
保
へ
の
波
及

は
。

夏
休
み
延
長
は
、
年
間
授
業

時
間
数
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
、
小
中
学
校
と
よ
く
協
議
し
た
う
え

で
、慎
重
に
対
応
し
ま
す
。
現
行
の「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
や
「
子
ど
も
教
室
」

に
加
え
「
地
域
の
中
で
の
探
究
的
な
学

び
」
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組
に
つ
い

て
検
討
し
、
学
校
行
事
に
つ
い
て
は
小

中
学
校
と
協
議
し
て
い
く
。
幼
稚
園
は

あ
る
が
、
保
育
園
へ
の
波
及
は
な
い
。

長
野
県
の
小
中
学
校
の
夏
休

み
は
全
国
的
に
み
て
、
か
な
り

短
い
。
県
教
委
は
11
月
９
日
「
夏
休
み

期
間
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
公
立

小
中
学
校
と
県
立
高
校
の
夏
休
み
を
延

長
す
る
方
向
で
市
町
村
教
育
委
員
会
や

国
連
に
お
い
て
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
示

さ
れ
、
国
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

本
部
を
設
置
し
、
実
現
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
は
、
自
治
体
の
一
層

の
活
性
化
や
地
方
創
生
に
繋
げ
て
い
け

る
と
し
、
必
要
不
可
欠
と
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と

し
て
、
平
成
30
年
６
月
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
当
町
の
取
組
に
つ
い
て
問
い
ま

す
。
ど
の
目
標
に
重
点
を
お
い
て
い
く

の
か
。
達
成
状
況
を
ど
の
よ
う
に
「
見

え
る
化
」
す
る
の
か
。
国
の
情
報
支
援

「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用

は
。
国
の
人
材
支
援
「
地
方
創
生
人
材

支
援
制
度
」
の
活
用
は
。
国
の
財
政
支

援
「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」「
地
方

創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
）」
に
対
す
る
当
町
の
見
解
は
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
地
球
上
の
誰
一
人

と
し
て
取
り
残
さ
れ
な
い
こ
と
を
誓

う
世
界
標
準
的
な
取
り
組
み

多
く
の
施
策
や
取
組
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

重
点
に
お
い
て
い
る
の
は
「
ど
な
た
に

も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
施
策
、
新

た
に
始
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
で
つ
く
り
循
環
さ
せ
る
施
策
な
ど

で
す
。
今
後
改
定
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
や
「
総
合
計

画
」
の
中
で
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

も
視
野
に
入
れ
た
指
標
の
設
定
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。「
地
方
創
生
人
材
制

度
」
に
つ
い
て
は
、
希
望
の
意
向
を
伝

え
て
あ
り
、
長
野
県
で
は
小
布
施
町
だ

け
で
す
。
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
を

組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
は
、
国
道
403

号
み
ち
整
備
事
業
に
来
年
度
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
計
画
策
定
及
び
予
算

計
上
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大島孝司議員

持持
続続
可
能能
な
開開
発発
目
標標
Ｓ
ＤＤ
Ｇ
ｓｓ
の

当当
町
のの
取
組組
は

市
村
町
長

多
く
の
施
策
や
取
組
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
結
び
つい
て
い
る

小
中
学
校
の
夏
休
み
延
長
は

慎
重
な
中
に
も
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
検
討
し
て
い
く

中
島
教
育
長

栗ガ丘小学校の音楽会
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小林　茂議員

な
い
と
い
う
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に

完
全
な
分
煙
に
取
り
組
み
ま
す
。

来
訪
者
の
多
い
地
域
や
区
域

で
は
タ
バ
コ
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
歩
行

中
の
禁
煙
や
ポ
イ
捨
て
禁
止
。
受
動
喫

煙
防
止
区
域
等
の
整
備
・
ル
ー
ル
作
り

も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
き
し
な
が
ら
、
総
合
公
園

な
ど
の
公
園
敷
地
内
や
観
光
に
多
く
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
る
町
中
心
部
な
ど
を
重

点
区
域
に
指
定
す
る
な
ど
、
町
内
に
屋

外
で
の
喫
煙
を
禁
止
す
る
区
域
を
設
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
条
例
制
定
も
見
据

え
て
積
極
的
な
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

家
屋
内
、
車
中
等
に
お
い
て
、

自
力
で
煙
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
乳
幼
児
、
施
設
な
ど
で
病
弱
者

等
が
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め

多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
る
建

物
内
を
罰
則
付
き
で
禁
煙
と
す

る
こ
と
を
柱
と
し
た
、
受
動
喫
煙
対
策

を
強
化
す
る
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
平
成
30
年
７
月
25
日
公

布
さ
れ
ま
し
た
。

小
布
施
町
の
受
動
喫
煙
対
応
は
、「
愛

煙
家
に
や
さ
し
く
、
吸
わ
な
い
人
に
は

も
っ
と
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
調

に
、
小
布
施
ら
し
さ
を
考
慮
し
た
対
応

策
を
講
ず
べ
き
と
思
う
が
取
組
み
に
対

す
る
町
の
受
動
喫
煙
対
策
の
基
本
姿
勢

は
何
か
。

施
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
準
備
期
間
を

考
慮
し
て
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
段

階
的
に
施
行
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

タ
バ
コ
は
「
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
喫
煙
者
本
人
に
と
っ
て
も
、
ま
た

そ
の
周
囲
の
人
に
と
っ
て
も
健
康
に
悪

い
も
の
で
あ
り
、
小
布
施
町
に
お
い
て

は
、
例
外
な
き
禁
煙
を
基
本
に
取
組
み

ま
す
。
　
　

喫
煙
者
に
対
し
て
は
禁
煙
を
呼
び
か

け
、
ど
う
し
て
も
喫
煙
し
た
い
人
へ
は
、

例
え
吸
っ
て
よ
い
場
所
で
あ
っ
て
も
、

絶
対
に
そ
の
煙
を
周
囲
の
人
に
吸
わ
せ

受受
動動
喫
煙煙
対
策
「
町町
の
姿姿
勢
は
」

林
健
康
福
祉
課
長

例
外
な
き
禁
煙
を
基
本
に
進
め
ま
す

の
総
合
的
・
効
果
的
な
対
策
と
日
常
的

な
啓
蒙
運
動
の
在
り
方
は
。

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
公
共

施
設
・
民
間
事
業
所
、
課
題
が
多
く
対

応
が
難
し
い
と
い
わ
れ
る
比
較
的
小
規

模
な
飲
食
店
等
の
分
煙
対
策
に
対
す
る

経
済
的
支
援
策
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

乳
幼
児
等
の
受
動
喫
煙
を
防

ぐ
た
め
に
、
母
子
保
健
で
の
両

親
学
級
の
機
会
に
家
庭
で
の
禁
煙
の
重

要
性
を
伝
え
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

病
弱
者
等
の
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
対
応

も
、
医
療
機
関
や
タ
バ
コ
販
売
店
と
も

連
携
し
、
受
動
喫
煙
防
止
に
向
け
た
啓

発
活
動
の
取
組
み
を
行
い
ま
す

飲
食
店
等
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
、

完
全
な
分
煙
の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
に
町
と
し
て
個
別
の
事
業
所

等
に
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

受動喫煙のない社会を目指す運動のシンボルとして、この運動に賛同する
個人・団体、組織がその意志を表明するために使われる。
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車
に
よ
る
歩
行
者
へ
の
水
は

ね
防
止
対
策
は
。

同
報
無
線
な
ど
で
注
意
を
促

し
て
い
き
ま
す
。

Ⅴ
字
型
の
雪
押
し
分
け
器
を

Ｄ
Ⅰ
Ｙ
で
作
成
し
、
使
用
す
る

こ
と
で
、
省
力
短
時
間
で
歩
道
の
初
期

除
雪
が
可
能
で
す
。
作
成
を
推
奨
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

高
齢
化
の
進
む
な
か
で
は
有

効
な
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
商

品
化
も
さ
れ
て
い
る
の
で
、
相
談
が

あ
っ
た
際
一
つ
の
方
法
と
し
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
と
軽
自
動
車
税

の
未
納
の
主
な
原
因
と
そ
の
対

応
策
は
。
　
　
　
　

個
人
住
民
税
で
は
、
修
正
申

告
に
よ
っ
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

課
税
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
、
新
た
な
未
納

の
主
な
原
因
で
す
。
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
町
外
へ
転
出
さ
れ
た
未
納
者

が
目
立
ち
ま
す
。
未
納
へ
の
対
応
策
は
、

催
告
書
の
発
付
や
納
付
相
談
を
行
う
な

ど
粘
り
強
く
納
付
の
交
渉
を
続
け
て
い

渡辺建次議員

監監
査査
委
員員
の
指指
摘
事事
項
のの
そ
のの
後
のの対対

応
にに
つ
い
て

久
保
田
副
町
長

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
真
摯
に
対
応
し
て
い
ま
す

く
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
、
保

健
師
確
保
の
た
め
の
処
遇
改
善

な
ど
の
整
備
体
制
は
。

報
酬
額
等
の
改
善
を
図
り
、

保
育
士
は
正
規
職
員
を
増
員
し

て
い
る
、
必
要
な
人
数
の
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

図
書
館
「
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ

ソ
」
の
新
館
長
就
任
に
お
け
る

新
た
な
施
策
は
。

新
館
長
は
、
宮
城
学
院
女
子

大
学
特
任
教
授
の
桂
啓
壯
さ
ん

で
す
。
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
町

内
刊
行
資
料
の
網
羅
的
収
集
や
デ
ジ
タ

ル
資
料
へ
の
対
応
、
住
民
へ
の
図
書
館

活
動
の
お
知
ら
せ
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス（
図

書
館
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
）
の
充
実

な
ど
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

無
料
駐
車
場
で
あ
る
上
町
南

公
園
駐
車
場
の
設
置
目
的
、
敷

地
面
積
、
借
地
料
、
駐
車
収
容
台
数
は
。

設
置
目
的
は
、
南
公
園
利

用
者
や
観
光
客
の
た
め
で
す
。

面
積
は
１
４
７
９
㎡
で
借
地
料
は
年

商品化されているＶ字型雪押し分け器

１
１
５
万
円
、
収
容
台
数
は
32
台
で
す
。

個
人
が
無
断
で
私
的
に
ガ

レ
ー
ジ
化
し
て
い
る
現
況
に
対

し
て
対
応
策
は
。

目
的
外
利
用
に
対
し
て
は
、

本
来
の
設
置
目
的
を
立
て
看
板

等
で
周
知
徹
底
し
ま
す
。

無
料
駐
車
場
の
設
置
目
的
と

現
状
の
問
題
点
は

観
光
客
へ
の
お
も
い
や
り
対
応
に
つ
い
て

歩
道
の
初
期
除
雪
と
し
て
ラ
ッ
セ
ル
式
雪

押
し
分
け
器
の
作
成
と
使
用
に
つ
い
て

駐
車
場
設
置
の
目
的
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
徹
底
し
た
い

歩
行
者
へ
の
お
も
い
や
り
を

促
す
よ
う
対
応
し
た
い

商
品
化
さ
れ
た
物
も
あ
り
ま
す
が
、
相
談
等
が

あ
っ
た
際
に
は
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す

冨
岡
産
業
振
興
課
長
補
佐

畔
上
建
設
水
道
課
長

畔
上
建
設
水
道
課
長

混
雑
時
の
駐
車
場
不
足
に

対
し
て
の
対
応
策
は
。

無
線
に
よ
る
連
携
体
制
な

ど
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

歩
道
で
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ

蓋
に
お
け
る
、
車
椅
子
や
乳
母

車
の
車
輪
が
落
ち
る
事
故
な
ど
へ
の
対

応
は
。

車
椅
子
等
の
通
行
に
支
障

が
な
い
よ
う
見
直
し
が
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
な
お
一
層
の
安
全

性
へ
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。
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平
成
29
年
３
月
に
発
表
さ
れ

た
白
書
、
小
布
施
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
、
各
種
長

寿
命
化
計
画
・
維
持
管
理
等
の
内
「
建

物
施
設
」
で
現
在
も
大
切
に
利
用
さ
れ

て
い
る
古
い
建
物
で
は
・
歴
史
民
俗
資

料
館
・
音
楽
堂
・
桃
源
荘
、
ま
た
小
布

施
消
防
分
署
は
、
建
て
替
え
る
か
耐
震

補
強
を
し
て
で
も
存
続
さ
せ
る
べ
き
と

考
え
る
が
基
本
的
な
推
進
計
画
は
。

福島浩洋議員

公公
共共
施
設設
の
古古
い
建建
物
のの
長
寿寿
命
化化

　
　
　
　
推推
進
はは
ど
のの
様
にに
進
めめ
る
の
か

中
條
総
務
課
長
補
佐

個
別
施
設
計
画
を
作
成
し

方
向
性
を
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す

歴
史
民
俗
資
料
館
、
音
楽

堂
、
桃
源
荘
、
小
布
施
消
防
分

署
の
施
設
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。
桃
源
荘
と
小
布
施
消
防

分
署
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
修
繕
等

を
行
い
存
続
さ
せ
て
い
く
施
設
と
し

て
捉
え
て
い
ま
す
。
音
楽
堂
や
歴
史
民

俗
資
料
館
も
大
勢
の
人
た
ち
が
利
用

さ
れ
、
文
化
的
価
値
あ
る
施
設
と
認
識

し
て
お
り
存
続
さ
せ
て
い
く
可
能
性

が
高
い
施
設
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

白
書
で
は
今
後
40
年
間
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根

拠
は
ど
こ
か
ら
算
出
し
た
の
か
。

一
般
的
に
高
度
成
長
期
お
よ

び
バ
ブ
ル
期
に
整
備
さ
れ
た
建

築
系
公
共
施
設
の
40
年
経
過
し
て
の

改
修
時
期
や
土
木
系
施
設
の
補
修
時

期
が
今
後
30
年
の
間
に
集
中
す
る
こ

と
か
ら
計
画
期
間
を
30
年
〜
40
年
間

と
す
る
自
治
体
が
多
く
、
当
町
で
も
40

年
間
と
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
こ
の
時
点

で
は
す
で
に
結
論
が
出
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
。

今
年
度
中
に
個
別
施
設
計
画

の
原
案
を
作
成
し
、
来
年
度

（
31
年
度
）
に
は
更
新
・
長
寿
命
化
な

ど
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
性
を
示
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
関
係
す
る
方
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
お

知
ら
せ
も
併
せ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

桃源荘ゲートボール場全景

消防小布施分署外壁

音楽堂練習風景 歴史民俗資料館での講演会
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ま
す
。
県
内
の
10
月
末
時
点
で
１
１
８

件
、
２
億
５
千
万
を
超
え
る
被
害
額
だ

が
、
町
内
で
発
生
し
た
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
特
殊
詐
欺
の
手
口
や
被
害
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
手
口
が
巧
妙
で
深
刻

化
し
て
い
る
が
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

拡
大
防
止
な
ど
の
対
策
は
。
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
金
融
機
関
と
の
協
力

体
制
は
。

１
月
か
ら
10
月
ま
で
オ
レ
オ

レ
詐
欺
１
件
、
架
空
請
求
詐
欺

３
件
で
被
害
額
289
万
８
千
円
。
50
代
女

性
が
う
そ
の
「
訴
訟
告
知
」
を
受
け
取

り
現
金
215
万
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ
ま
し

た
。
同
報
無
線
に
よ
る
広
報
、
防
犯
指

導
員
の
研
修
会
の
実
施
、
町
職
員
が
直

接
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
に
伺
い
、
声

掛
け
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
県
警
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
未
然
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

開
催
。
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、
月
に

一
度
の
衛
生
委
員
会
に
て
今
後
も
対
策

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

結
婚
休
暇
は
な
い
が
近
隣
の
自
治
体
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
４
月
施
行
の

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
向
け
、
実

態
調
査
、
任
用
根
拠
の
明
確
化
・
適
正

化
を
進
め
、
来
年
度
は
任
用
・
服
務
・

勤
務
条
件
・
人
事
評
価
の
検
討
、
給
与

シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
条
例
・
規
則
の
改

正
、
該
当
者
へ
の
説
明
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。オ

レ
オ
レ
詐
欺
、
架
空
請

求
詐
欺
な
ど
い
わ
ゆ
る
振
り
込

め
詐
欺
（
特
殊
詐
欺
）
が
頻
発
し
て
い

全
国
的
に
働
き
方
の
改
革
が

叫
ば
れ
て
い
る
中
、
当
町
に
お

い
て
も
、
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
縮
減

や
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
な
ど
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
、

「
働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設

置
し
、
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
働
き
方
の
改
革
と
勤
務
環
境
の

整
備
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑴
長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て

①
町
職
員
に
よ
る
宿
日
直
に
つ
い
て

・
年
間
ど
の
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
勤
務

し
て
お
り
、
宿
直
明
け
の
休
息
時
間

は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か

・
週
末
の
行
事
な
ど
が
増
加
し
て
い
る

中
で
宿
日
直
が
必
要
か
ど
う
か
議
論

す
べ
き
で
は
な
い
か

②
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
実
態
は
あ
る
か

⑵
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
の
推
進
と

勤
務
環
境
の
整
備
等

・
職
員
が
育
児
や
介
護
に
関
す
る
両
立

支
援
制
度
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、

制
度
の
周
知
や
相
談
体
制
の
整
備
は

ど
う
か

中村雅代議員

⑶
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
、
ま
た
防
止

対
策
は
ど
う
か

⑷
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
適
切
な
待
遇

改
善
の
確
保
は
ど
う
か
。
例
え
ば
結

婚
休
暇
を
設
け
る
な
ど
慶
弔
に
係
る

休
暇
の
検
討
、
ま
た
、「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
」
の
導
入
に
向
け
条

例
等
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か

宿
直
は
概
ね
３
週
間
に
１
回
、

年
間
16
〜
18
回
。
日
直
は
男
性

が
概
ね
４
カ
月
に
１
回
、
女
性
が
２
カ

月
に
１
回
程
度
。
明
け
の
休
息
時
間
は

原
則
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
宿
日
直
が
必

要
か
ど
う
か
の
論
議
に
つ
い
て
は
必
要

な
業
務
を
精
査
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
超
勤
は
命
令
簿
に

よ
っ
て
行
っ
て
い
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
は
な
い
が
、
職
員
自
ら
が
時
間
外

に
仕
事
の
準
備
や
残
務
を
行
う
な
ど
の

事
例
は
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
両
立
支
援

の
推
進
な
ど
積
極
的
に
検
討
し
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
「
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に

関
す
る
要
綱
」
を
策
定
し
、
研
修
会
を

職職
員員
の
働働
き
方方
に
つつ
い
てて

田
中
総
務
課
長

「
働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

町
独
自
の
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

訓練型　出前講座

特
殊
詐
欺
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て

特
殊
詐
欺
に
遭
わ
な
い
取
組
を

関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
き
ま
す

林
健
康
福
祉
課
長
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来
年
４
月
18
日
の
北
斎
の
没
後
170
周
年

に
向
け
て
の
役
割
は
。
③
全
国
北
斎
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
設
立
へ
の
寄
与
は
。

北
斎
サ
ミ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
委

員
会
代
表
は
「
知
ら
れ
ざ
る
北

斎
」
の
著
者
神
山
典
士
さ
ん
で
、
来
年

北
斎
170
回
忌
を
記
念
し
北
斎
を
テ
ー
マ

に
日
本
中
に
機
運
を
盛
り
上
げ
る
一
つ

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
し
た
。
墨
田
区

と
小
布
施
町
の
繋
が
り
を
確
認
で
き
、

北
斎
を
日
本
を
は
じ
め
世
界
に
発
信
す

る
機
運
の
醸
成
を
高
く
評
価
し
て
い
ま

す
。
ま
た
記
念
事
業
と
し
て
、
北
斎
サ

ミ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
委
員
会
が
主
体
と
な

り
「
北
斎
サ
ミ
ッ
ト
」
を
静
岡
県
富
士

市
で
企
画
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
向
け
た
お
話
が
あ
れ

ば
協
力
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
斎
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
設
立
も
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
ら
協
力
参
加
を
検
討

し
ま
す
。

２
０
１
９
年
は
北
斎
の
170
回

忌
に
あ
た
り
、
２
０
２
０
年
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
控
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
北
斎
を

日
本
の
誇
り
に
、
そ
の
偉
業
と
業
績
を

国
内
外
に
周
知
す
る
た
め
、「
北
斎
サ

ミ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
委
員
会
」
の
設
立
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
次
の

３
点
本
町
の
関
わ
り
を
伺
い
ま
す
。
①

今
年
度
実
施
さ
れ
た
墨
田
小
布
施
北
斎

巡
礼
250
キ
ロ
世
界
大
会
の
評
価
は
。
②

「
女
性
農
業
者
が
日
々
の
生

活
や
仕
事
、
自
然
と
の
関
わ
り

の
中
で
培
っ
た
知
恵
を
様
々
な
企
業
の

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
と

結
び
つ
け
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

生
み
出
す
「
農
業
で
活
躍
す
る
女
性
の

姿
を
広
く
情
報
発
信
し
、
社
会
で
の

存
在
感
を
高
め
る
」「
職
業
と
し
て
農

業
を
選
択
す
る
若
手
女
性
の
増
加
を
図

る
」
を
目
的
に
「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ

関谷明生議員

ク
ト
」
が
平
成
25
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
農
林
水
産
省
が
主
管
で
長
野
県

も
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

支
援
し
て
い
ま
す
。
国
・
県
の
具
体
的

な
取
り
組
み
と
地
元
自
治
体
と
の
連
携

は
。
町
内
の
参
加
者
の
状
況
は
ど
う
で

す
か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
成
果
で
は
女
性
で
も

扱
い
や
す
い
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
ラ
ク

タ
ー
の
開
発
紫
外
線
対
策
の
メ
ー
ク
セ

ミ
ナ
ー
、
衣
類
の
泥
よ
ご
れ
に
対
応
で

き
る
洗
濯
機
の
開
発
な
ど
、
女
性
の
視

点
に
立
っ
た
商
品
開
発
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
毎
年
能
力
ア
ッ
プ
研
修
、

女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
、
各
種

セ
ミ
ナ
ー
等
開
催
し
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の

展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
で
は

農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
販
売
強
化
を
目
的

と
し
た
マ
ル
シ
ェ
出
店
活
動
支
援
事
業

や
、
新
た
な
人
材
育
成
に
向
け
農
業
体

験
バ
ス
ツ
ア
ー
、
就
農
相
談
会
の
開
催

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
業
女
子
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
各
市
町
村
と
の
協
力
体

農農
業業
女
子子
Ｐ
ＪＪ
は
アア
イ
デデ
ア
とと
行
動動
力
がが
あ
り

活
躍躍
に
期期
待
でで
き
るる
が
、、
連
携携
は

制
の
実
例
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
本

町
で
は
１
名
の
参
加
者
で
す
が
ア
パ
レ

ル
の
経
験
を
生
か
し
農
作
業
用
の
女
性

向
け
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
手
掛
け
た
い
と

の
こ
と
か
ら
、
協
力
を
求
め
ら
れ
た
際

は
ご
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

竹
内
産
業
振
興
課
長

「
北
斎
サ
ミ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
委

員
会
」
と
の
本
町
の
関
わ
り
は

「
北
斎
サ
ミ
ッ
ト
」
等
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
協
力
し
て
い
き
ま
す

久
保
田
副
町
長

入浴施設に出店しているブース

一般質問Ｑ＆Ａ

か
ら
30
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

②
町
内
全
域
の
配
水
管
の
距
離
は
79

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

③
適
正
な
更
新
計
画
を
立
て
な
が
ら
、

敷
設
年
数
の
古
い
も
の
や
重
要
管
路
の

経
過
年
数
を
考
慮
し
、
順
次
敷
設
替
え

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
は
水
道
法
と
地
方

公
営
企
業
法
で
「
清
浄
に
し
て

豊
富
低
廉
な
水
の
供
給
を
図
り
、
も
っ

て
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改

善
に
寄
与
す
る
。
ま
た
公
共
の
福
祉
を

増
進
す
る
よ
う
に
」
と
う
た
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

小渕　晃議員

水水
道道
管
のの
経
年年
劣
化化
に
よよ
る
破破
裂
のの
恐
れれ
は

水
道
は
私
た
ち
が
生
き
て
ゆ
く
な
か

で
極
め
て
大
事
な
も
の
で
す
。

小
布
施
町
の
水
道
事
業
は
歴
史
が
あ

り
ま
す
の
で
経
年
劣
化
に
よ
る
破
裂
の

恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
水
源
（
都

住
・
裏
町
・
大
日
堂
・
中
松
）
の
深
井

戸
で
の
取
水
所
か
ら
水
上
地
区
の
浄
水

場
ま
で
の
導
水
管
、
水
上
地
区
の
浄
水

場
か
ら
配
水
場
ま
で
の
送
水
管
の
敷
設

経
年
は
何
年
に
な
り
ま
す
か
。

②
配
水
場
か
ら
利
用
者
ま
で
間
の
配

水
管
は
、
町
内
全
域
で
延
何
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
か
。

③
配
水
管
の
破
裂
は
、
破
裂
に
よ
る

噴
水
で
近
隣
住
宅
へ
の
浸
水
被
害
に
加

え
て
、
断
水
に
よ
る
一
般
家
庭
の
被
害

の
両
方
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
の
耐
震

性
に
富
む
長
寿
命
化
工
事
、
敷
設
替
え

等
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

①
水
源
か
ら
浄
水
場
ま
で
の

導
水
管
は
敷
設
後
39
年
か
ら
45

年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
浄
水
場
か
ら

配
水
場
ま
で
の
送
水
管
は
敷
設
後
24
年

年
度
ご
と
の
更
新
計
画
を
た
て
て

水
道
を
守
り
ま
す

畔
上
建
設
水
道
課
長

平
成
15
年
に
文
部
科
学
省

が
策
定
し
た
「
色
覚
に
関
す
る

指
導
の
資
料
」
に
お
い
て
「
黒
板
で
使

用
す
る
チ
ョ
ー
ク
は
白
と
黄
の
チ
ョ
ー

ク
を
主
体
に
使
い
ま
す
。
黒
板
上
に
赤
、

緑
、青
、茶
色
な
ど
の
暗
い
色
の
チ
ョ
ー

ク
を
使
用
す
る
と
、
見
え
に
く
い
た
め
、

避
け
る
よ
う
に
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。小

学
校
・
中
学
校
に
は
、
色
の
違
い

浄水場と貯水場 全景（水上地区）

小
・
中
学
校
に
色
覚

チ
ョ
ー
ク
の
導
入
を

直
ち
に
導
入
し
た
い

三
輪
教
育
次
長

を
判
別
し
に
く
い
色
覚
に
障
害
の
あ
る

生
徒
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生

徒
で
も
色
の
違
い
が
識
別
が
し
や
す
い

赤
、
青
、
緑
、
黄
の
色
覚
チ
ョ
ー
ク
が

近
年
開
発
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

価
格
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
チ
ョ
ー

ク
よ
り
多
少
は
高
い
が
大
し
た
金
額
で

は
な
い
の
で
、
当
町
の
小
学
校
・
中
学

校
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す

文
部
科
学
省
の
資
料
に
よ
る

と
、
お
よ
そ
男
子
の
５
％
、
女

子
の
0.2
％
に
色
覚
に
異
常
が
見
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。

当
町
の
小
中
学
校
で
は
黒
板
へ
の
書

き
込
み
の
際
に
は
誰
で
も
識
別
し
や
す

い
配
色
で
構
成
す
る
と
と
も
に
、
下
線

や
囲
み
を
付
け
て
色
以
外
の
情
報
を
加

え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
教
室
に
設
置
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
す
る
際
に
も
、
色

や
形
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
同
様

の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

ご
提
案
の
「
色
覚
チ
ョ
ー
ク
」
に
つ

い
て
は
、
町
の
小
中
学
校
で
は
こ
れ
ま

で
使
用
し
て
い
な
い
が
、
学
校
現
場
の

の
意
見
を
聞
い
て
導
入
し
ま
す
。
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に
有
利
な
財
源
が
な
い
か
努
力
し
て
探

し
て
い
ま
す
。

制
度
が
変
わ
る
時
な
ど
は
、
県
等
が

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

今
後
、
国
の
制
度
を
活
用
で
き
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
般
財
源
か
ら
の
支
出

が
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑴
県
や
国
か
ら
職
員
を
招
き
、
徹
底

的
な
見
直
し
を
行
う
考
え
は

⑵
予
算
編
成
に
対
し
「（
仮
称
）
小

布
施
町
財
源
確
保
検
討
会
議
」
の
立
ち

上
げ
に
向
け
た
検
討
は

県
の
補
助
金
や
交
付
制
度
に

精
通
さ
れ
て
い
る
方
全
員
に
依

頼
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、｢

小

布
施
町
財
源
確
保
検
討
会
議｣

を
立
ち

上
げ
る
こ
と
は
実
務
上
難
し
い
と
考
え

ま
す
。

ま
ず
は
県
と
の
人
事
交
流
等
を
進
め

る
中
で
、
職
員
の
情
報
収
集
力
を
磨
い

て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
的
に
市
町
村
財
政
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
、
主
に
担
当

係
（
課
）
が
主
体
と
な
っ
て
情
報
収
集

し
、並
行
し
て
財
政
係
（
課
）
も
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
ど
の
市
町
村
も
限
り
あ
る

財
源
を
有
効
に
使
う
た
め
に
、
制
度
を

き
ち
ん
と
活
用
し
、
事
業
実
施
の
た
め

山岸裕始議員

小小
布布
施
ハハ
イ
ウウ
ェ
イイ
オ
アア
シ
スス

駐
車車
場
のの
混
雑雑
解
消消
は

町
と
企
業
で
連
携
・
調
整
し
て
対
応
し
ま
す

畔
上
建
設
水
道
課
長

小
布
施
総
合
公
園
は
多
く
の

方
に
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い

る
。土

日
や
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
駐
車

場
が
満
車
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
平

成
25
年
度
に
は
飯
田
大
島
共
有
地
を
整

備
、
ま
た
そ
の
後
土
地
を
お
借
り
し
て

普
通
車
200
台
ほ
ど
の
駐
車
場
確
保
を

行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
混
雑
す

る
シ
ー
ズ
ン
に
は
駐
車
場
が
足
り
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

駐
車
場
の
利
用
は
公
共
福
祉
の
た
め

と
考
え
、
企
業
の
従
業
員
つ
い
て
は
別

の
場
所
を
用
意
し
て
も
ら
う
た
め
の
検

討
を
。

従
業
員
の
駐
車
排
除
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
駐
車
場
所
に
つ

い
て
、
公
園
に
来
る
人
の
支
障
と
な
ら

な
い
よ
う
、
町
と
企
業
で
連
携
・
調
整

し
て
対
応
し
て
い
き
、
ま
た
企
業
の
皆

さ
ん
に
も
公
園
施
設
の
更
な
る
魅
力

ア
ッ
プ
・
充
実
に
協
力
を
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。先

の
回
答
の
よ
う
に｢
公
園

に
来
る
人
の
支
障
と
な
ら
な
い

よ
う｣

職
員
が
配
慮
し
て
く
れ
て
い
る

な
ら
今
回
の
質
問
に
至
っ
て
は
い
な
い
。

駐
車
場
が
混
雑
し
て
い
る
際
、
駐
車

場
係
に
毎
回
ク
レ
ー
ム
が
あ
る
の
は

｢

早
く
停
め
ら
れ
な
い
と
遅
刻
し
て
し

ま
う｣

と
い
う
従
業
員
か
ら
で
あ
る
。

従
業
員
の
出
勤
に
つ
い
て
は
企
業
が
責

任
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
、
現
状
を
把
握
の
上
、
企
業
の
モ

ラ
ル
と
マ
ナ
ー
に
訴
え
て
い
た
だ
き
た

い
が
。

初
め
て
聞
い
た
話
で
現
状
把

握
が
出
来
て
い
な
い
。
調
査
の

上
、
必
要
が
あ
れ
ば
企
業
と
し
っ
か
り

話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

法
律
で
市
町
村
が
行
う
べ
き

と
定
め
る
事
業
に
つ
い
て
は

出
来
る
限
り
制
度
の
活
用
を

県
と
の
人
事
交
流
等
を
進
め

る
中
で
、
職
員
の
情
報
収
集

力
を
磨
い
て
い
き
た
い

中
條
総
務
課
長
補
佐

秋やイベント時には混雑し駐車場が足りない公園

一般質問Ｑ＆Ａ

後
の
委
託
料
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

委
託
料
の
総
額
と
販
売
金
額
、
出
荷
量

に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
か
ら
今
年
度
ま

で
の
10
年
間
に
お
け
る
事
業
委

託
料
の
総
額
は
１
億
２
千
230
万
円
で
す
。

ブ
ラ
ム
リ
ー
や
チ
ェ
リ
ー
キ
ッ
ス
の
仕

入
れ
や
加
工
委
託
費
な
ど
の
ほ
か
、
人

件
費
や
光
熱
水
費
等
の
経
費
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ム
リ
ー
、
チ
ェ
リ
ー
キ
ッ
ス
の

販
売
総
額
は
、
ブ
ラ
ム
リ
ー
が
平
成
26

年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
の
５
年
間
で

４
千
53
万
円
、
年
平
均
800
万
円
と
な
り

ま
す
。
チ
ェ
リ
ー
キ
ッ
ス
は
平
成
22

年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
の
９
年
間
で

１
千
188
万
円
、
年
平
均
132
万
円
で
す
。

栽
培
面
積
、
出
荷
量
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ブ
ラ
ム
リ
ー
は
、
栽
培
面
積
2.35
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
収
穫
量
35
ト
ン
で
、
チ
ェ

リ
ー
キ
ッ
ス
は
、
3.7
ト
ン
の
収
穫
量
で

す
。今

後
は
一
定
額
で
の
仕
入
れ
方
法
を

改
め
、
販
売
額
に
基
づ
く
仕
入
れ
と
す

る
な
ど
生
産
者
の
ご
理
解
を
得
る
中
で

改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

振
興
公
社
は
、
地
域
の
経
済

発
展
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
産
業
の
振
興
、
地
域
資
源
の
活
用
、

花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
行
う
と
し
て

い
ま
す
。
市
村
町
長
は
町
長
就
任
時
に

振
興
公
社
を
利
益
を
上
げ
る
組
織
に
し

て
い
く
と
の
公
約
が
あ
っ
た
か
の
よ
う

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
公
社
の
現
状
を

見
ま
す
と
利
益
が
出
て
い
な
い
状
況
で
、

運
営
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
か
と

思
い
ま
す
が
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

公
社
の
近
年
に
お
け
る
決
算

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

24
年
の
一
般
財
団
へ
の
移
行
に
伴
い
、

今
年
度
ま
で
に
町
へ
の
寄
付
、
あ
る
い

は
公
的
活
動
を
行
う
こ
と
で
町
が
出
資

し
た
資
本
金
の
全
額
を
償
還
、
還
元
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
に
縛
ら

れ
た
面
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
町
内
の
農
家
で
組
織
す
る

新
し
い
農
業
の
在
り
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
皆
さ
ん
と
も
連
携
、
農
産
物
の
販
売

強
化
や
花
き
事
業
の
拡
大
な
ど
地
域
産

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
に
つ
い

て
は
、
自
立
の
町
を
目
指
す
小

布
施
町
に
と
っ
て
の
最
優
先
課
題
で
あ

る
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
12
月
会
議
に
一
般
質
問
、

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
の
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
の
答
弁
で
は
、「
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
事
業
は
単
な
る
販
売
だ
け
で
は

冨岡信男議員

ブブ
ララ
ン
ドド
戦
略略
事
業業
の
成成
果
とと

町町
振
興興
公
社社
の
運運
営
にに
つ
い
て

竹
内
産
業
振
興
課
長

産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

な
く
、
小
布
施
町
の
社
会
か
ら
の
認

知
、
信
頼
、
信
用
度
の
ア
ッ
プ
を
図
り
、

商
品
と
町
の
知
名
度
の
向
上
、
さ
ら

に
収
益
の
向
上
が
目
的
で
あ
り
公
社

に
委
託
し
て
い
る
事
業
と
し
て
ブ
ラ

ム
リ
ー
、
チ
ェ
リ
ー
キ
ッ
ス
な
ど
を

各
地
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
店
な
ど
町
内
企
業
と
連
携
し
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
の
出
荷
見
込
み
に

つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ム
リ
ー

は
、
現
在
オ
ー
ダ
ー
が
600

件
を
超
え
て
い
て
、
全
国
の

お
客
様
に
対
応
で
き
な
い

状
況
で
、
栽
培
面
積
10
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
生
産
量
250
ト
ン

か
ら
300
ト
ン
、
市
場
販
売
価

格
で
１
億
円
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
チ
ェ
リ
ー
キ
ッ

ス
は
、
成
木
で
増
収
と
な
り

２
千
万
円
ま
で
は
考
え
て

い
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
し

た
。
毎
年
振
興
公
社
へ
の
委

託
料
と
し
て
１
千
万
円
前

販売強化が望まれる６次産業センター
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川上健一議員

出出
生生
率
をを
上
げげ
る
施施
策
はは

西
原
企
画
政
策
課
長

今
年
度
か
ら
新
た
に

少
子
化
対
策
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

小
布
施
町
は
平
成
27
年
10

月
、「
小
布
施
町
　
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
　
総
合
戦
略
・
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
に

対
し
、
小
学
校
・
中
学
校
一
学
年
100
人

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標
に
い
く
つ
か

の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
総
合
戦
略
の
中
で
、
５
年
を
目

標
年
度
と
し
て
合
計
特
殊
出
生
率
1.5
に

始
ま
り
様
々
な
数
値
目
標
が
示
さ
れ
て

お
り
、
来
年
が
そ
の
目
標
年
度
と
な
り

ま
す
。
小
布
施
町
の
人
口
で
見
ま
す
と
、

平
成
27
年
４
月
の
人
口
は
１
万
１
千
232

人
で
、
今
年
４
月
で
は
１
万
１
千
９
人

と
223
人
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

31
年
の
小
布
施
町
の
人
口
目
標
値
は

１
万
540
人
で
、
来
年
の
４
月
ま
で
に
469

人
以
上
減
少
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、

目
標
値
は
達
成
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。こ

の
11
月
の
人
口
は
１
万
１
千
18
人

で
４
月
よ
り
９
人
増
加
し
て
い
ま
す
出

生
率
が
上
が
ら
な
い
現
状
の
中
、
自
然

減
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
転
入

者
に
よ
る
人
口
増
が
９
人
増
の
要
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
４
月
よ
り
若
干
で
も

増
え
て
い
る
の
は
嬉
し
い
事
で
す
。

町
は
総
合
戦
略
の
自
然
増
と
社
会
増

の
分
析
の
中
で
、「
人
口
対
策
と
し
て

は
、
出
生
率
上
昇
に
向
け
た
施
策
よ
り

も
、
社
会
増
を
も
た
ら
す
施
策
に
取
り

組
む
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
」
と
分

析
し
て
い
ま
す
。
ま
た
総
合
戦
略
の
基

本
的
な
考
え
方
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で

「
出
生
率
の
上
昇
に
向
け
た
施
策
と
社

会
増
を
も
た
ら
す
施
策
の
両
方
に
取
り

組
み
ま
す
。」
と
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
出
生
率
が
上
が
る
こ
と

が
、
人
口
増
に
向
け
た
一
番
力
強
い
動

き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

⑴
小
布
施
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
平

成
27
年
よ
り
上
昇
し
て
い
る
の
か
。

⑵
出
生
率
が
上
が
る
有
効
な
施
策
は
進

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

⑶
平
成
27
年
以
降
昨
年
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
供
の
数
は
増
え
て
い
る
の
か
。

⑷
社
会
増
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め

る
と
し
て
い
る
が
、
宅
地
造
成
の
取

り
組
み
は
。

⑴
市
町
村
単
位
の
合
計
特
殊
出

　
生
率
は
５
年
間
の
平
均
で
算

出
公
表
さ
れ
る
た
め
、
平
成
27
年
度

以
降
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
公
表
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

平成 27 年に示された小布施町人口ビジョン

⑵
「
定
住
促
進
補
助
金
（
廃
止
）、「
移

住
促
進
補
助
金
」、「
空
き
家
活
用
等

補
助
金
」
の
各
種
助
成
制
度
。
今
年

度
か
ら
新
た
に
少
子
化
対
策
事
業
と

し
て
、
二
世
帯
住
宅
や
市
街
化
調
整

区
域
へ
の
住
宅
新
築
に
対
す
る
補
助
、

29
歳
以
下
世
帯
を
対
象
と
し
た
家
賃

補
助
の
助
成
制
度
を
設
け
、
第
３
子

以
降
の
お
子
さ
ん
が
小
学
校
入
学
時
、

学
用
品
購
入
な
ど
に
お
使
い
い
た
だ

け
る
商
品
券
を
交
付
す
る
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

⑶
平
成
27
年
度
は
71
人
、
平
成
28
年
度

72
人
、
平
成
29
年
度
54
人
、
今
年
度

は
11
月
末
ま
で
で
す
が
45
人
と
い
う

状
況
で
す
。
小
布
施
町
で
お
生
ま
れ

に
な
る
お
子
さ
ん
の
人
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

⑷
町
に
よ
る
宅
地
造
成
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
農
村
集
落
の
宅
地
造
成
に

つ
い
て
は
、
長
野
県
と
も
定
期
的
に

協
議
を
進
め
て
お
り
、
土
地
利
用
の

問
題
は
必
ず
突
破
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
優
先
課
題
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
空
き
家
の
利
活
用
に
よ

る
移
住
定
住
の
促
進
も
同
時
に
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
に
よ
る
合
唱
曲
「
心

の
中
に
き
ら
め
い
て
」
は

参
列
の
ご
家
族
か
ら
も
、

感
動
の
大
拍
手
で
し
た
。

ゲ
ス
ト
の
教
職
員
の
先
生

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
コ
ー
ラ

ス
も
日
頃
の
成
果
、
爽
や

か
で
と
て
も
良
か
っ
た
。

特
別
参
加
中
学
３
年
生
の

合
唱
曲
「
朝
も
や
」
ま
さ

に
青
少
年
の
す
が
す
が
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　高
山
村
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
に
て
「
長
野
地

域
連
携
中
枢
都
市
圏
の
現

状
と
展
望
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
加
藤
久
雄
長
野

市
長
が
長
野
市
を
中
枢
と

し
そ
の
周
辺
、
小
布
施
町

を
含
め
た
計
９
市
町
村
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま

す
ま
す
高
齢
化
と
人
口
減

少
の
現
在
は
・
自
分
の
地

域
は
自
分
で
守
る
・
自
分

　鳳
凰
ア
リ
ー
ナ
に
て
１

年
生
か
ら
６
年
生
そ
れ
ぞ

れ
楽
器
を
使
っ
て
の
合
奏

や
合
唱
、
な
か
で
も
１
年

生
の
一
生
懸
命
な
姿
や
金

管
バ
ン
ド
演
奏
も
ピ
ッ
タ

リ
と
息
が
合
っ
て
感
動
で

し
た
。
ま
た
、
八
木
節
・

お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
・

ド
ラ
え
も
ん
他
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
構
成
さ
れ
大
変
好

評
で
し
た
。
最
後
の
全
校

の
健
康
は
自
分
で
守
る
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
な
が
ら
も

連
携
中
枢
都
市
圏
で
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
国
や
県
へ
の

対
応
は
必
須
と
し
公
共
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
所
得
格
差
、

雇
用
促
進
、
就
労
支
援
、

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
や
ト

イ
レ
の
整
備
、
全
面
禁
煙

に
よ
る
平
均
寿
命
の
延
長

他
を
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
、

ギ
ブ
ギ
ブ
を
持
っ
て
将
来

に
向
け
て
立
ち
止
ま
ら
ず

進
め
て
い
く
事
が
大
切
と

し
、
年
齢
の
事
を
思
っ
た

ら
ダ
メ
、
元
気
で
仕
事
を

こ
な
す
事
又
、
高
齢
者
は

75
歳
か
ら
を
提
案
、
長
寿

命
県
の
長
野
か
ら
発
信
し

た
い
等
々
を
身
振
り
手
振

り
で
の
好
講
演
で
し
た
。

理
、
ワ
イ
ン
、
お
酒
、
ビ
ー

ル
他
に
て
大
変
な
賑
わ
い

に
、
終
盤
に
な
り
お
肴
謡
・

信
濃
の
国
の
大
合
唱
、
万

歳
三
唱
に
て
終
了
、
91
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　午
後
４
時
よ
り
同
会
副

会
長
が
開
会
宣
言
、
町
長

か
ら
30
年
度
の
方
針
と
10

年
後
を
目
指
し
た
町
内
整

備
等
、「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」

の
発
表
後
、自
然
電
力（
株
）

社
長
よ
り
松
川
水
流
を
利

用
し
た
小
水
力
発
電
を
立

ち
上
げ
（
11
月
よ
り
営
業
）

の
経
過
と
、
世
界
に
於
け

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

と
日
本
の
立
ち
遅
れ
に
つ

い
て
、
国
内
に
利
用
可
能

な
資
源
が
豊
富
に
存
在
す

る
事
の
認
識
に
つ
い
て
の

講
演
後
、
女
性
コ
ー
ラ
ス

（
町
内
25
人
）
に
よ
る
合
唱
、

感
動
と
ア
ン
コ
ー
ル
に
よ

り
第
一
部
終
了
、
お
待
ち

か
ね
二
部
懇
談
会
を
同
会

役
員
に
よ
る
開
会
宣
言
と

会
長
挨
拶
、
一
年
ぶ
り
の

再
会
、
初
め
て
の
参
加
の

ひ
と
や
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
や

ら
、
ま
た
蒸
し
た
小
布
施

丸
な
す
の
お
焼
き
や
各
料

須
高
市
町
村

　議
会
議
員

　
　
　研
修
会

　
　
　
　
　11
月
５
日

　県
庁
講
堂
に
て
地
方
自

治
が
当
面
す
る
政
策
課
題

に
つ
い
て
、
講
師
二
人
を

招
い
て
の
講
演

◎
前
半
は
岡
本
直
之
氏

（
財
務
省
統
括
審
議
官
）

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
よ

る
地
域
活
性
化
に
向
け

た
地
方
公
共
団
体
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
地
方
創
生

の
取
り
組
み
と
し
て
東

京
一
極
集
中
の
是
正
に

向
け
地
方
へ
の
新
し
い

人
の
流
れ
や
魅
力
あ
る

町
を
つ
く
る
他
、
国
の

施
策
方
針
資
料
を
基
に

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

＊「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
エ
ス
デ

イ
ジ
ー
ズ
」
と
は
、

持
続
可
能
な
開
発
目

標
、
地
球
上
の
誰
一

人
と
し
て
取
り
残
さ

れ
な
い
事
を
誓
う
世

界
標
準
的
な
取
り
組

み
の
事
を
い
う
。

◎
後
半
は
、
阿
部
勝
也
氏

（
国
土
交
通
省
道
路
局

室
長
）「
中
山
間
地
域

に
お
け
る
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
」
特
に
中

山
間
地
域
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
・
全
国
の

10
年
先
を
行
く
高
齢
化

の
進
行
・
公
共
交
通
が

衰
退
し
買
い
物
や
病
院

に
行
け
な
い
・
車
の
運

転
が
出
来
な
い
高
齢
者

の
急
増
・
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
不
足
で
物
が
届
か

な
い
な
ど
他
、
将
来
の

課
題
を
資
料
に
基
く
説

明
を
う
け
ま
し
た
。

地
方
自
治

　
　
　
　政
策
課
題

　
　
　
　
　11
月
16
日

ふ
る
さ
と
交
流

　東
京
小
布
施
会

　
　
　
　
　11
月
8
日

須高市町村議員研修会

ふるさと交流会

栗
ガ
丘
小
学
校

　
　
　
　
　音
楽
発
表
会

　
　
　
　
　10
月
26
日



　十
二
月
六
日
私
が
、
議

会
見
学
し
て
み
て
感
じ
た

事
は
、「
町
の
議
会
で
、
こ

ん
な
に
大
人
で
も
難
し
い

事
を
話
し
て
い
る
ん
だ
か

ら
、
国
会
で
は
も
っ
と
難

し
い
事
を
話
し
合
っ
て
い

る
ん
だ
な
」
と
、
思
い
ま

し
た
。
質
問
者
の
、
議
員

が
話
し
て
い
た
、
子
ど
も

の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

私
の
お
母
さ
ん
も
話
し
て

い
た
の
で
、
私
に
と
っ
て

も
う
れ
し
い
事
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野

県
の
国
保
税
が
一
番
高
い

の
は
、
小
布
施
町
と
い
う

事
に
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

ふ
つ
う
は
、
約
９
万
円
ぐ

ら
い
な
の
に
小
布
施
町
は
、

約
11
万
円
も
は
ら
わ
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
の
は
、
町

民
の
人
々
が
、
お
こ
る
の

も
ち
ょ
っ
と
分
か
る
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
事
を
、
堂
々
と
法
律

に
も
と
ず
い
て
話
す
議
員

さ
ん
は
、
か
っ
こ
い
い
し
、

町
の
町
民
の
事
を
一
番
に

考
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

議
員
さ
ん
の
、
お
か
げ
で

良
い
暮
ら
し
が
出
来
る
の

で
、
18
才
に
な
っ
た
ら
選

挙
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
で
す
。

議
会
見
学
で
学
ん
だ
事

６
の
１

　小
林

　舜
昌

　町
役
場
に
行
っ
て
、
議

会
も
見
学
し
ま
し
た
。
議

会
で
は
、
小
布
施
町
の
ど

ん
な
事
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
い
る
の
か
、
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

町
を
も
っ
と
良
く
す
る
た

め
に
開
か
れ
る
の
は
、

知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
議
会
場
で
は
、
議
員
の

質
問
と
そ
の
答
弁
を
聞
き

ま
し
た
。
質
問
時
間
30
分

は
、
タ
イ
マ
ー
で
計
っ
て

い
ま
し
た
。
質
問
す
る
人

も
、
答
弁
す
る
人
も
難
し

い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
け

ど
、
ゆ
っ
く
り
と
、
は
っ

き
り
と
し
た
声
で
話
し
て

い
た
の
で
、
と
て
も
、
聞

き
取
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
に
、
話
の
進
め
方
も
、

と
て
も
上
手
で
し
た
。
再

質
問
が
す
ぐ
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
話
を
整
理
す
る

の
が
う
ま
い
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
質
問
も
意
見
も

小
布
施
町
の
町
民
の
声
を

尊
ち
ょ
う
し
た
物
で
し
た
。

質
問
す
る
人
も
答
弁
す
る

人
も
前
に
出
る
時
、
礼
を

し
て
い
て
マ
ナ
ー
も
し
っ

か
り
と
し
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。
議
会
見
学
に

行
っ
て
改
め
て
、
議
員
は
、

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

議
会
見
学
を
し
て
み
て

６
の
１

　池
田

　悠
人

　今
回
、
僕
た
ち
は
小
布

施
の
役
場
で
議
会
を
見
学

し
た
。
会
場
に
入
る
と
静

か
で
、
い
っ
ぱ
ん
の
方
も

何
人
か
い
た
。
会
場
に
は
、

し
ゃ
べ
っ
て
い
る
人
を
映

す
カ
メ
ラ
と
テ
レ
ビ
の
様

な
も
の
が
、
あ
っ
た
。

　僕
た
ち
が
、
見
た
の
は
、

議
員
が
質
問
し
て
い
る
所

だ
。
質
問
す
る
人
は
、
質

問
席
に
行
っ
て
質
問
し
答

弁
す
る
人
も
、
専
用
の
席

の
様
な
所
に
行
っ
て
答
弁

を
し
て
い
た
。
で
も
、
再

度
質
問
す
る
場
合
は
、
自

分
の
席
で
立
っ
て
答
弁
し

て
い
た
。

　質
問
内
容
は
、
障
害
者

の
医
療
費
の
病
院
の
窓
口

平成30年12月６日、 7日に、６年生が授業の一環で小布施町議会の一般質問を傍聴、皆さんメモを取りな
がら真剣に傍聴していました。紙面の都合で、ごく一部ですが感想文を掲載しました。

議会傍聴
感 想 文

６年１組の児童さんたち

議
会
見
学
に
行
っ
て
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　６
の
１

　大
久
保
萌
璃

無
料
化
に
つ
い
て
と
国
保

税
「
均
等
税
」「
平
等
割
」

の
廃
止
に
つ
い
て
質
問
し

て
い
た
。
質
問
す
る
と
き

に
現
在
の
状
態
や
実
際
に

聞
い
た
こ
と
等
を
挙
げ
て

質
問
し
て
い
た
。

　今
回
、
議
会
を
見
学
し

て
自
分
の
意
見
を
通
し
て

も
ら
う
と
い
う
の
は
相
当

な
説
得
力
が
、
必
要
だ
と

い
う
こ
と
が
、
分
か
っ
た
。

ま
た
、
難
し
い
こ
と
を
話

し
て
い
た
け
ど
す
ご
く
大

切
だ
っ
た
。

議
会
見
学
で
学
ん
だ
事

６
の
２

　岡
野
谷

　彩

　私
達
は
十
二
月
七
日
に

議
会
見
学
へ
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
が
分
か
っ
た
事

は
、
難
し
い
話
だ
っ
た
け

れ
ど
も
、
長
野
県
内
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
事
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
事
で
す
。
最

近
は
、
女
性
の
方
で
農
業

を
や
っ
て
「
Ｎ
Ｊ
☆
北
信
」

と
い
う
の
を
つ
く
り
地
元

ス
ー
パ
ー
や
温
泉
移
設
に

ブ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
そ

う
で
す
。
女
性
の
力
で
県

外
ま
で
広
め
て
い
て
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
他
に

も
メ
ン
バ
ー
の
暮
ら
し
な

ど
も
お
互
い
に
特
技
を
活

か
し
た
活
動
の
開
発
を
目

指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
を
聞
い
て
私
は
、

女
性
に
し
か
出
来
な
い
事

や
女
性
だ
か
ら
こ
そ
出
来

る
事
を
こ
の
仕
事
に
活
か

し
た
り
し
て
、
女
性
に

と
っ
て
も
い
い
こ
と
だ
し
、

働
き
や
す
い
か
ん
境
に

な
っ
て
い
い
と
思
う
し
、

こ
れ
を
す
る
事
で
地
域
の

人
と
良
い
関
係
に
な
れ
る

か
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

議
会
見
学
を
し
て

６
の
２

　河
原
田
真
歩

　私
達
は
、
十
二
月
七
日

に
議
会
見
学
を
し
ま
し
た
。

役
場
の
中
に
あ
ん
な
部
屋

が
あ
っ
た
こ
と
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

ま
ず
、部
屋
の
中
に
入
っ

て
私
は
、「
国
会
議
事
堂

の
議
場
の
小
さ
い
版
み
た

い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
大
き
な
タ
イ

マ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
質
問
者
の
持
ち
時

間
と
知
り
ま
し
た
。
時
間

が
決
め
ら
れ
て
い
る
か
ら

し
っ
か
り
ま
と
め
な
く
て

は
い
け
な
く
て
大
変
そ
う

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

「
農
業
女
子
Ｎ
Ｊ
と
の
連

携
」
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
見
て
七
十
才
以
上
の

農
業
就
業
人
口
が
多
か
っ

た
け
ど
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
っ
て
農
業
を
す

る
若
者
が
増
え
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
話
し
合
い

を
す
る
の
は
、
情
報
交
か

ん
や
、
地
域
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。

議
会
で
学
ん
だ
こ
と

６
の
２

　松
本

　光
世

　ぼ
く
は
十
二
月
七
日
に

議
会
を
見
学
し
に
い
き
ま

し
た
。
議
会
の
場
所
に
は

町
長
さ
ん
や
教
育
長
さ
ん

も
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ぼ
く
た
ち
は
議
員
さ

ん
の
質
問
を
聞
き
ま
し
た
。

質
問
内
容
は
と
て
も
く
わ

し
く
て
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
そ
し
て
質
問
に

答
え
る
人
達
も
み
ん
な
が

納
得
す
る
よ
う
な
返
し
方

を
し
て
い
て
と
て
も
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。

　ぼ
く
は
議
会
を
見
学
し

て
、
議
員
の
み
な
さ
ん
は

小
布
施
町
や
長
野
県
の
た

め
に
た
く
さ
ん
働
い
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
な
の
で
ぼ
く
は
、

た
く
さ
ん
働
い
て
く
れ
て

い
る
み
な
さ
ん
に
感
謝
し

た
い
で
す
。

　今
回
の
議
会
の
話
し
合

い
を
ぼ
く
は
生
活
で
も
生

か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

な
の
で
話
し
合
い
を
す
る

際
は
議
会
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
い
い
話
し
合
い
に

な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
い

で
す
。

６年２組の児童さんたち

いきの合った合唱（父母会と先生方）



町
の
議
会
を
見
学
し
て

６
の
３

　中
島

　慶
太

　ぼ
く
は
、
町
の
議
会
を

見
学
し
て
議
員
さ
ん
の
町

へ
の
思
い
が
す
ご
く
わ
か

り
ま
し
た
。
議
員
さ
ん
の

話
が
町
の
平
和
を
作
っ
て

い
る
一
部
だ
と
し
た
ら
自

分
の
町
へ
の
思
い
は
足
り

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　議
員
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
自
分
な
り
に
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

町
の
人
た
ち
の
生
活
に
つ

い
て
で
す
。
他
の
市
町
村

の
事
故
を
聞
い
て
「
あ
あ
、

た
い
へ
ん
だ
な
ぁ
。」「
か

わ
い
そ
う
だ
な
。」
と
思

い
つ
つ
も
町
の
こ
と
も
こ

ん
な
事
故
が
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
話
す
の
は
い

つ
で
も
町
の
こ
と
を
思
っ

て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
議
員
さ
ん

の
話
か
ら
ぼ
く
は
小
布
施

と
い
う
町
の
こ
と
に
つ
い

て
少
し
、
く
わ
し
く
知
り

ま
し
た
。
そ
し
て
議
員
さ

ん
の
仕
事
も
少
し
だ
け
ど

く
わ
し
く
知
れ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

議
会
見
学
を
し
て

６
の
３

　加
藤

　羽
奈

　私
は
、
よ
く
町
報
小
布

施
の
中
に
入
っ
て
い
る

「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
み

ま
す
。
で
も
難
し
い
内
容

で
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

議
員
さ
ん
達
は
す
ご
い
な

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
本

物
の
議
場
と
本
物
の
議
員

さ
ん
を
み
て
思
っ
た
こ
と

が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
は
議
場
が
修
学
旅
行
で

い
っ
た
国
会
議
事
堂
に
似

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
小

さ
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
二
つ
目

は
議
員
さ
ん
が
少
な
い
こ

と
で
す
。
私
は
も
っ
と

い
っ
ぱ
い
い
る
と
思
っ
て

ま
し
た
が
、
あ
ま
り
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
の
に
小

布
施
町
を
動
か
せ
て
い
て

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

三
つ
目
は
私
達
の
こ
と
を

考
え
て
く
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
小
中
学
校

で
の
色
覚
の
問
題
を
考
え

て
く
れ
て
い
て
、
と
て
も

あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

　議
員
さ
ん
達
は
改
め
て

と
て
も
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
こ
の
小
布
施
町
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
案
を

出
し
、
改
善
を
し
て
い
っ

て
く
れ
て
、
小
布
施
町
は

と
て
も
い
い
町
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

 

　私
達
が
見
せ
て
も
ら
っ

た
の
は
、
水
道
管
の
経
年

劣
化
に
よ
る
破
裂
の
恐
れ

に
つ
い
て
の
こ
と
と
、
小

中
学
に
色
覚
障
害
対
応

チ
ョ
ー
ク
の
導
入
に
つ
い

て
の
こ
と
の
話
し
合
い
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。　小

布
施
町
の
将
来
を
大

き
く
左
右
す
る
議
会
の
話

し
合
い
に
参
加
す
る
人
は

全
員
、
自
分
の
質
問
に
関

係
し
て
な
い
話
も
熱
心
に

耳
を
か
た
む
け
て
い
る
の

を
見
て
、
小
布
施

町
の
こ
と
を
よ
く

考
え
て
い
る
ん
だ

な
ぁ
。
町
を
任

う
っ
て
こ
う
い
う

こ
と
な
ん
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

私
達
が
見
学
し
た

議
員
さ
ん
か
ら
町

へ
の
２
つ
の
質
問

は
ど
ち
ら
も
難
し

い
問
題
で
し
た
が
、
ど
ち

ら
も
私
達
の
将
来
に
関
わ

る
問
題
な
の
で
と
て
も
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
だ
か

ら
メ
モ
を
取
る
手
が
ど
ん

ど
ん
進
み
ま
し
た
。

　今
回
議
会
見
学
を
さ
せ

て
も
ら
い
、
小
布
施
町
の

問
題
と
議
会
の
流
れ
を
学

べ
ま
し
た
。
自
分
の
住
む

町
に
更
に
興
味
を
も
て
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
見

学
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

６年３組の児童さんたち

議
会
を
見
学
し
に
行
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　６
の
３

　市
川

　悠
乃

授業参観・算数授業（少人数学習）

つ
し
っ
か
り
答
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
も
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
質
問
の
内
容
や

そ
れ
に
対
す
る
答
え
の
内

容
は
、
す
ご
く
難
し
く
て

全
然
意
味
が
分
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
議
員
さ
ん

た
ち
は
み
ん
な
真
剣
な
顔

で
話
し
て
い
る
こ
と
を
聞

い
て
い
た
の
で
、「
こ
の

人
た
ち
は
、
真
剣
に
小
布

施
町
の
た
め
に
、
話
し
合

い
を
し
て
い
て
、
す
ご
い

な
ぁ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

町
議
会
を
見
学
し
て

６
の
４

　小
林
柚
希
奈

　私
は
、
町
議
会
を
見
学

し
て
、
思
っ
た
事
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

人
材
交
流
に
つ
い
て
で
す
。

私
は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
都
市
に
行
っ

て
み
た
い
し
そ
こ
で
仕
事

を
し
て
み
た
い
け
ど
小
布

施
に
も
ず
っ
と
住
み
た
い

か
ら
、
町
の
議
会
で
人
材

交
流
の
話
を
し
て
い
る
の

を
聞
い
て
、
今
よ
り
も
そ

う
い
う
の
が
増
え
る
と
い

　私
た
ち
が
見
に
行
っ
た
、

小
布
施
町
議
会
の
12
月
会

議
、
そ
こ
で
は
質
問
者
が

持
ち
時
間
の
30
分
で
た
く

さ
ん
質
問
を
し
て
、
答
え

る
人
は
一
つ
一
つ
て
い
ね

い
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
そ
れ
を
見
て
、
質

問
者
の
町
の
考
え
に
た
く

さ
ん
の
意
見
を
持
ち
、
そ

れ
を
発
表
で
き
る
と
こ
ろ

が
す
ご
い
と
思
っ
た
し
、

答
え
る
人
の
質
問
者
か
ら

の
質
問
、
意
見
に
一
つ
一

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　二
つ
目
は
、
私
達
の
児

童
会
と
の
ち
が
い
に
つ
い

て
で
す
。
議
会
は
、
児
童

総
会
と
似
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
議
会
は
児
童
総

会
よ
り
人
数
が
少
な
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
な
の
に
質

問
が
児
童
総
会
よ
り
多
く

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

私
は
、
議
会
が
も
っ
と
難

し
い
話
ば
か
り
し
て
い
る

の
か
と
思
っ
て
い
た
け
ど

私
に
も
な
ん
と
な
く
で
も

分
か
る
よ
う
な
話
も
あ
っ

て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

議
会
を
見
て
私
は
、
い
つ

か
町
の
た
め
に
な
る
よ
う

な
仕
事
を
し
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

町
議
会
を
見
て思

っ
た
こ
と

６
の
４

　鶴
田

　心
彩

　私
は
、
町
議
会
を
見
て
、

質
問
者
や
回
答
者
の
人
が

自
分
の
疑
問
に
思
っ
た
事

を
整
理
し
て
、
す
ぐ
に
質

問
で
き
る
の
が
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

回
答
者
の
人
は
、
質
問
に

対
し
て
す
ぐ
に
相
手
が
納

得
で
き
る
答
弁
が
で
き
て

い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
、
栗
ガ
丘
小
学

校
の
児
童
会
で
議
長
を
務

め
て
い
る
の
で
、
す
ら
っ

と
相
手
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
答
弁
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
見
に

行
っ
た
今
日
の
議
会
で
の

質
問
者
の
持
ち
時
間
は
三

十
分
で
し
た
。
難
し
い
質

問
内
容
を
三
十
分
と
い
う

短
い
時
間
を
上
手
に
使
っ

て
質
問
す
る
こ
と
に
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、

議
員
の
人
達
や
色
々
な
人

が
小
布
施
町
を
よ
り
よ
く

し
よ
う
と
し
て
い
る
事
に

改
め
て
、
感
謝
し
た
い
で

す
。
私
も
、
議
長
と
し
て

今
日
の
会
議
の
よ
う
に
、

良
い
児
童
総
会
を
し
ま
す
。

大
変
大
き
な
学
び
の
場

町
議
会
の
見
学

　教
頭

　伊
賀

　雅
志

　町
議
会
の
様
子
を
自
分

の
目
で
直
に
見
学
し
た
こ

と
は
、
日
頃
か
ら
児
童
会

の
企
画
や
運
営
を
し
て
、

自
分
た
ち
の
学
校
生
活
を

楽
し
く
豊
か
な
も
の
に
し

よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

６
年
生
に
と
っ
て
、
大
変

大
き
な
学
び
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
教
室
で
写
真

や
動
画
を
見
て
学
ぶ
学
習

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
そ
の
場
の
緊
張
感
や
、

納
得
い
く
ま
で
何
度
も
再

質
問
を
繰
り
返
す
議
員
さ

ん
の
真
剣
な
姿
、
丁
寧
に

親
身
に
な
っ
て
答
弁
す
る

行
政
の
方
々
の
姿
か
ら
、

小
布
施
町
に
対
す
る
思
い

の
深
さ
を
感
じ
取
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
大
勢
い
ま
し

た
。
ま
た
、
町
の
身
近
な

こ
と
が
、
こ
の
よ
う
に
話

合
わ
れ
て
決
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
改
め
て

小
布
施
町
に
対
す
る
見
方

や
考
え
方
を
広
げ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

６年４組の児童さんたち

議
会
の
会
議
を
見
に
行
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　６
の
４

　丸
山

　日
愛


